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巻頭言

主将小野雅章

私が2年前このサークルに入部した時，何と多くの生き物がこの世界に存在するかを知り驚

いたのを覚えています。そして今までの自分の知識がいかに微小なものであったかを思い知ら

されました。自分の育った町は瀬戸内沿岸の田園地帯で，実家は半農半漁の生活をしていたも

のですから，私も幼い頃から田畑についていってはカエルを捕まえ，海へ行っては海岸生物を

探して遊んでいました。成長するにつれ対象は変わっていったものの，今日まで生物に対する

興味は失われることなく来ましたし，これからもきっとそうでしょう。その中でこの生物研究

会はきっと自分にとって基礎的なものとなることと思います。
私達のサークルでは平素の活動に加え，年5回の合宿を行っています。その中でも長期の合

宿では南西諸島にいくことが多く，私達はそこで数日間観察や採集を行っています。島での生

活は見る物・聞く事新しいものばかりで，大けさかもしれませんが私達にとって夢のような時

間が流れていきます。短かい間ですがその土地で生活し，今まで見たこともない生き物たちと

触れ合い，また地元の人達との会話の中から少しでもその土地の生活を伺い知ることができる

のはとても幸せです。しかしそこでも例に漏れることなく，各地で問題となっていると同様に

開発による生物相の変化が進行しています。人と自然とはどこで調和するのでしょうか。果た
ヽ
してそれが存在するのかどうかさえ私には分かりません。ただそこに生きていた者達の記録を

できる限り後世へと残せるよう願うだけです。そのために限られた範囲内ですが，学生として

今何ができるかを考え，そして実行していきたいと思います。
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八重山諸島の蝶

金井賢一・桐野敦子編

7月15日～7月24日までの西表島，石垣島滞在中，幸い天気に恵まれ多くのチョウたちに出

会うことができた。また，梅雨明け直後の盛夏における蝶相は薄いものだと覚悟していた私に

とっては初めての南西諸島での採集でもあり思っていたより多くの蝶影を認めることができた

ことに一応満足している。ただ，私の知識は甚だ乏しく，帰鹿してから改めて図鑑をめくり，

ネットを振るばかりでなくもっと彼等の生態を観察することはできなかったかと悔やんでいる

ところである。期間中の西表島，石垣島，竹富島，与那国島の八重山諸島4島の採集記録はリ

ストを別に記すが私個人の観察，採集した状況あるいは疑問に思った点などを少しあげてみた

い。

《ツマベニチョウ》南西諸島では代表的な大型シロチョウであるのだが，成虫は色調，斑紋に

著しい地理的変異があるため今回の合宿では西表島，石垣島，竹富島でそれぞれ採集するの

が目的の一つであった。しかしツマベニチョウはいるのが当り前とかまえていた私達が各島

において目にすることができたのはほんの数頭にとどまり，西表島では目撃記録（大富，大

原，21・Ⅶ，それぞれ1ex・）のみ・しかも白浜では民家の周りを何度もめぐり，食草のギョ

ポクも捜してみたが見当らなかった。もともと食草がないのか，それとも発生と発生の間で

あったのか短期間の合宿であったこともあり疑問に思ったまま島を後にした。

《イワカワシジミ》この緑色のシジミチョウを南にゆくならぜひ見てみたいと思っていたのだ

が，結局飛ぶ姿はお目にかかれなかった。だが，・幼虫の採集は比較的容易だと聞いていたの

でカンビラの滝では周辺に生えるクチナシをくまなく調べてみた。しかしここでは穴のあい

た実には蟻が群がっているだけで幼虫は得られなかった。あれだけクチナシが生えているの

に何故？と疑問に思いつつ22日に訪れた石垣島ハンナ岳でも道路脇に生えるクチナシを調べ

た。約4cm程の緑色の実に小さな穴を見つけて（これぞもしや！）と中を調べてみる。い

た。実にあけられた穴の直径はまちまちであったが中にはほとんど幼虫が認められ，採集を

して帰る、。
ただここで問題になったの幼虫の飼育のことであった。私の場合，12．0cm四方のタッパ

ーウエアに3頭，7．OcmX4．5cmのタッパーウエアに2頭の幼虫の入ったクチナシの実を

入れておいた。しかし，石垣島滞在中，1頭が環境の変化に驚いたのか，実からはい出て他

のクチナシへも移らないまま死んでしまった。それ以後，実から這いでた幼虫はすべて新し

い実に半強制的に移し，爪で傷を付けた入口から実中にもぐらせて辛うじて拒食症に陥らせ

ずにすんだ。また，1頭が帰りの船中で行方不明となる。
鹿児島に帰り着いてからもそのまま飼育を続けた。そのうち，さらに2頭行方不明となる。

どうも共食いらしい。同じ容器に複数の幼虫を入れるのはやはり避けるべきだった。

しかし残る1頭は順調に成育を続け，中身を完全に食べ尽くしたクチナシの実中で蛾化，8

月8日朝，羽化した。雄である。飼育中，幼虫はクチナシの実を2個食した。（但し，初め

に入っていた実を3分の1ほど食したのち2個目の実に移った。）また，米沢君の採集した

幼虫も同様に飼育，雌1頭が同日羽化している。
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《オオゴマダラ》16日，天気は快晴。午前8時頃，中野の宿舎付近を米沢君と採集した。日の

当る道路脇のタチアワユキセンダングサには早くもウラナミシジミが多数飛来し，盛んに吸

蜜していた。道路下は荒れた湿地で，外れにアダンと常緑広葉樹の茂みがあり，中の1本の

木の葉上にオオゴマダラが静止したり周辺を緩やかに飛翔している。しかし，それが1頭や

2頭などではない。数えてみたが，確かに25頭～30頭ほどはいたと思われる。まだ気温が上．

昇しないためか，彼等はその木から離れようとせず，さながら，白い大輪の花が風に揺れる

ようであった。集団をつくる理由は何なのだろうか。約1時間後そこを再び訪れた時は1頭

としてその木には残っていなかった。

《ヤエヤマイチモンジ》7月19日は朝から本会OB溝口氏，松原さん，金井さん，永田君と白

浜へ行った。白浜小学校裏の山では樹上を占有する本種の雄2，3頭がみられた。ネットが

届かないため，枝切れや石を投げて追い出そうとすると申分の縄張りの侵入者と見なすのか

投げた枝や石を追う行動が何度もみられた。また，自分の体よりもはるかに大きいアゲハ類

であってもその姿を近くに見つけると凄い勢いで追う。しかし，そのような時以外は下へは

降りてこない。占有する枝は決めているらしいが，私達が石を何度も投げたこともあり2，

3度占有場所を変えた。占有は午前中ずっと続き，午後12時を過ぎると姿を全く見せなくな

った。そして再び姿を見せたのは午後2時過ぎであった。雌はその間，敷皮雄の占有する樹

木の下の明るい林道上を低く行き来していたが雄は全く気付く様子がなかった。

《テツイロピロウドセセリ》白浜ではテツイロビロウドセセリの食草デリス（戊灯ねeJJ〆Cα

BenthaⅢ）の群落を3度はど訪れた。最後に訪れた21日には成虫を得た後，食草の葉を調べ

てみたが食服が残る葉を多数見付けたものの，幼虫は見つからなかった。

大変後になって教わったことであるがデリスは有毒植物であるとのこと。また，地元の方

の話では，デリスは戦前，台湾より持ち込まれ，‘魚を大量に殺すことができるため漁業に多

く使われたということである。テツイロピロウドセセリも台湾からのデリス移入の際侵入，

あるいは，それ以後棲息を始めたと考えられる。八重山諸島の蝶では比較的歴史の浅いチョ

ウである。
白浜は小さな漁村であり，我々の訪れたデリス群落も，もともと栽培されたものであるそ

うだ。しかし戦後はデリスを使用する漁法は規制されるようになり，現在は全く利用されて

いないらしい。また，面白いことにデリスは海水では殺魚力が強いのに対し，汽水～淡水に

おいてはあまり威力が現れないのだそうだ。人間に与える影響はたいしたものではないらし

いが，やはり，デリスに触れた後はきれいに手を洗うなどしたほうが賢明だろう。
今回の合宿中，蝶の食草の名前ばかりを気にかけていたのだが，蝶の生活を観察すること

を目的とする以上，彼等の棲む環境，食草についてあらかじめよく知ること，これは常に忘

れてはならないと改めて自戒した。

くその他，今回の合宿で目撃，採集したチョウについて〉カラスアゲハは軍艦岩付近の明る

く開けた林道上で蝶道をつくって何度も行き来していた。クロアゲハは軍艦岩よりもさらに

上手の薄暗い林道上を一定の高さを保ちながら低く飛ぶ。また，アオスジアゲハ，ミカドア

ゲハは軍艦岩，カンビラの掩，マヤグスクの滝の水辺で吸水中の個体が多く見かけられた。

シロオピアゲハは民家付近で多く見かけられ，山地ではみられない。

シロチョウ科ではウスキシロチョウが西表島に比べ，石垣島ハンナ岳で非常に多く見かけ
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ることができた。また，採集リスト作成の際，キチョウ，タイワンキチョウの同定が難しく

なかなか進まなかった。

タテハチュウ科。タイワンキマダラが採集された場所が共通したのであげてみると1，海岸

付近で2，松林などに低い下草がまばらに混生し3，薄暗い場所，あるいはその周辺であった。

具体的には西表島浦内，月ヶ浜など。リュウキュウムラサ辛は台湾型が多くを占める。コノ

ハチョウは石垣島ハンナ岳において22，23日に目撃。23日には樹液の出ているアカメガシワ

の近くにパイナップルもおいて観察したが樹液の方に好んで飛来した。前後して現れたスミ

ナガシ，ルリタテハも同様。スミナガシは20日，西表島，白浜小学校裏の山ではバナナトラ

ップに飛来したのを目撃している。シロオピヒカゲ。23日，午後6時過ぎ頃，石垣島唐人墓において採集した本種は薄暗いリ

ュウキュウチクの林の中をウスイロコノマチョウとともに混飛していた。

コウトウシロシタセセリ，ネッタイアカセセリは日中，林道沿い，道路脇のススキなどの

茂みの葉上に静止，あるいは茂みの中より叩き出されて飛び出す。しかし，コウトウシロシ

タセセリは薄暗い木々の生い茂る林道沿いを好み，ネッタイアカセセリは前種よりも陽地性

を示す。今回，両種の訪花を目撃できなかったが，棲息地には蜜源がなかったのが気に掛か

る。

以上，72種にも及ぶ採集，目撃記録の中から私個人のメモをもとにあげてみたので片寄りが

あるがそこは容赦願いたい。初めての南西諸島における合宿もOBの方々や，松原さんを始め

先輩の方の多くの助言や，案内で多くのことを学ぶことができた。今後も今回の合宿で得た経

験を生かして多くの蝶と出会いたいと思っている。

〔桐野〕

1990年10月20日～24日の5日間，筆者は下記の日程で石垣，西表，竹富島において蝶を採集

した。

10月20日西表島中野，浦内・月が浜，船浦

21日中野，浦内・月が浜，白浜林道，白浜

22日ハンナ岳

23日竹富島

24日石垣島宮艮

秋の西表島は夏合宿で来た時と景色が変わっていない。変わったのは夏よりも過ごしやすい

日差しになったということぐらいであろうか。道端のキク科の白い花は相変わらず咲いていた

し，スジグロカバマダラやリュウキュウアサギマダラも広場や林緑を飛び交っていた。
賂今回の来島では少し面白いものが採れた。20日の月ヶ浜では林緑を凄いスピードでナミエシ

ロチョウ♂が飛んで来た。夏型ならば話はそこまでなのだが，これが春型の真っ白な個体だっ

たものだから「カワカミシロチョウだ！」と跳び上がってしまった。展廻された廻形を見たと

きの筆者の落胆ぶりを想像していただけるだろうか。また21日に中野で採ったアオタテハモド

キ♀の麹には青い鱗粉が入っていた。興奮して本会OBの守山泰司氏に伺ったところ，原色図

鑑には載ってないが，低温になると♀にも青が入ってくるそうだ。経験不足な筆者の感動がし

ぼんでいく様子がまた皆さんに想像して頂けるだろう。先のナミエシロチョウ春型といい，今

年の西表は夏の気温が低かったのであろうか。全く人騒がせなものである。その他白浜でしか
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見たことのなかったテツイロビロウドセセリを山を間にはさんだ白浜林道中で採集したり，白

浜集落内で未同定の花を吸蜜中のキタテハ秋型を採ったりして，けっこう感動した。

23日竹富島ではカバタテハの幼虫を観察した。墓地や集落内の開けた場所のトウゴマには幼

虫の姿は全く見られなかったが，低木林内の明るい場所に見つけたトウゴマの葉には多数見る

ことができた。1枚の葉の上に1ノー4匹の幼虫がおり，齢数は分からないものの異なった齢の

ものが同じ葉上にいる場合もあった。観察した後に小雨が降ったりやんだりしたので上がった

直後再び見にいくと，幼虫は私の予想した葉裏ではなく，葉表に静止して雫をかぶっているも

のもいた。
駆け抜けるようにして過ごしたので，迷蝶が多かったと騒がれた年にもかかわらず取れてい

ないのが残念であるが，それは次回の目標にして今回は満足できる採集であった。

最後に夏，秋合わせて非常にお世話になった西表島中野区長親川静男さんと本会OB守山

泰司氏に厚くお札申し上げる。

〔金井〕

鱗　週　目　LEPIDOPTERA

チョウ亜目

Iアゲハチョウ科Papilionidae

l．ジャコウアゲハ〟γ0伽吼和αJcf皿gKlug

浦内；（1♂，17．Ⅶ，松原）（1♂，18．Ⅶ，金井）

2．ベニモンアゲハfbddiO如aristolαカiaeFabricius

上原；（1♀，20．Ⅶ，金井）

浦内；（1♀，17．Ⅶ，松原）（1♂，20．X，金井）

宇良部岳；（1♀，30．Ⅶ，米沢）

中野；（1♂，19．Ⅶ，網野）（1♀，20．Ⅶ，金井）（1♂，20．X，金井）

3．アオスジアゲハGyqPhizmsarfedmLinnaeus

浦内；（1♂，20．X，金井）

カンビラの沌；（1♂，16．Ⅶ，金井）

軍艦岩；（1♂，17．Ⅶ，金井）（1♂，17．Ⅶ，桐野）

月ヶ浜；（1♂，17．Ⅶ，松原）

マヤグスクの沌；（1♂，17．Ⅶ，桐野）

4．ミカドアゲハGraPlizmdcmC．＆R．Felder

カンビラの掩；（1♂，16．Ⅶ，洞野）（1♂，18．Ⅶ，網野）（1♂，21．Ⅶ，金井）

軍艦岩；（1♂，17．Ⅶ，桐野）

白浜；（1♂，19．Ⅶ，金井）（1♂，16．Ⅶ，松原）

5．アゲハhPilioxuthzLSLinnaeus

浦内；（1♂，21．X，金井）

住吉；（1ex‥20．Ⅶ，松原）
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6．シロオビアゲハ　飽Pilio lわIytes Linnaeus

浦内；（lex．，17．Ⅶ，松原）（lex．，19．Ⅶ，永田）

大原；（1♀，22．Ⅶ，小野）

白浜；（lex．，16．Ⅶ，松原）

底地；（1ex．，26．Ⅶ，米沢）

竹富島；（1♀，24．Ⅶ，桐野）（2exs．，24．Ⅶ，永田）（1♀，27．Ⅶ，米沢）

（2♂♂2♀♀，27．Ⅶ，小野）

ハンナ岳；（1ex．，22．Ⅶ，松原）（lex．，25．Ⅶ，米沢）（1♀，22．X，金井）

7．クロアゲハ飽♪ilioProtenorCramer

上原；（1♀，16．Ⅶ，小野）

浦内；（1♂1♀，21．Ⅶ，小野）（2♀♀，20．X，金井）

於茂登岳；（1♀，23．Ⅶ，永田）

軍艦岩；（1♂，16．Ⅶ，桐野）

白浜林道；（1♂，21．X，金井）

月ヶ浜；（1♂，17．Ⅶ，松原）（1♂，18．Ⅶ，金井）（1♀，20．X，金井）

中野；（1♂，20．X，金井）

ハンナ岳；（1♂，22．Ⅶ，永田）（1♀，25．Ⅶ，米沢）

8．カラスアゲハPαかJわ短bmrCmmer

上原；（1♂，16．Ⅶ，永田）

浦内；（1♂，16．Ⅶ，小野）（1♀，19．Ⅶ，金井）（1♂，1g．Ⅶ，永田）

（1♀，16．Ⅶ，松原）（2♀♀，20．X，金井）

カンビラの掩；（1♀，17．Ⅶ，永田）

軍艦岩；（1♂，18．Ⅶ，金井）（1♂，16．Ⅶ，永田）

白浜；（1♂，19．Ⅶ，松原）

竹富島；（2♂♂，27．Ⅶ，小野）

中野；（1♀，16．Ⅶ，桐野）（1♂，16．Ⅶ，永田）

ハンナ岳；（1♀，25．Ⅶ，米沢）

IIシロチョウ科Pieridae

9．モンキチョウCoJおHhJ恕ノem血恥聞r

浦内；（lex．，20．X，金井）

白浜；（1♀，21．X，金井）

中野；（1♀，16．Ⅶ，金井）

10．ウラナミシロチョウCabbsiliabyrantheLinnaeus

浦内；（1♂，18．Ⅶ，金井）（1♂，19．Ⅶ，金井）（1♀，20．Ⅶ，松原）

．（2♂♂，20．X，金井）（1♂，21．X，金井）

於茂登岳；（1♀，26．Ⅶ，米沢）

．白浜；（1♂，1g．Ⅶ，松原）

竹富島；（lex．，24．Ⅶ，永田）（1ex．目撃，24．Ⅶ，溝口）（1♀，27．Ⅶ，米沢）

月ヶ浜；（1♀，21．Ⅶ，桐野）

中野；（1♂，23．Ⅶ，金井）（1♂，24．Ⅶ，金井）

宮良；（1♂，24．Ⅶ，金井）
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11．ウスキシロチョウC虎OPsilia欠凋OnaFabricius

ムモン型

浦内；（2♂♂，16．Ⅶ，松原）（2♂♂，17．Ⅶ，松原）（1♀，19．Ⅶ，桐野）

（1♂，19．Ⅶ，金井）（1♀，20．Ⅶ，桐野）（1♂，20．X，金井）

月ヶ浜；（1♂，18．Ⅶ，桐野）

ハンナ岳；（2♂♂，22．Ⅶ，永田）（3♂♂，25．Ⅶ，小野）（1♂2♀♀，25．Ⅶ，米沢）

（1♂，30．Ⅶ，小野）（1♀，30．Ⅶ，米沢）（1♂1♀，22．X，金井）●

ギンモン型

浦内；（2♂♂1♀，16．Ⅶ，松原）

ハンナ岳；（5♂♂，22．Ⅶ，桐野）（2♂♂1♀，22．Ⅶ，永田）

（2♂♂，23．Ⅶ，桐野）（1♂，25．Ⅶ，米沢）（1♀，30．Ⅶ，小野）

白浜；（2♀，21．X，金井）

中間型ハンナ岳；（3♀，22．X，金井）

12．キチョウEurem（Tbrias）7mbeLinnaeus

浦内；（1♂，20．Ⅶ，桐野）（1♀，16．Ⅶ，松原）

大原；（1♀，22．Ⅶ，小野）

中野；（1♀，15．Ⅶ，金井）

与那国島祖納；（lex．，29．Ⅶ，小野）

マヤグスクの沌；（2♀♀，17．Ⅶ，桐野）

13．タイワンキチョウEure7m（Tbrias）blandaBoisduval

上原；（1♀，16．Ⅶ，永田）

浦内；（2exs‥16．Ⅶ，松原）（1♀，19．Ⅶ，桐野）（1♀，20．Ⅶ，桐野）

カンビレの滝；（1♂，16．Ⅶ，金井）（1♂，17．Ⅶ，金井）

白浜；（3exs．，16．Ⅶ，松原）（1ex‥18．Ⅶ，松原）（1♂，19．Ⅶ，金井）

（1♂，21．X，金井）

住吉；（1ex．，20．Ⅶ，松原）

月ヶ浜；（2exs‥17．Ⅶ，松原）（1♀，18．Ⅶ，桐野）（1♀，18．Ⅶ，金井）

（lex．，20．Ⅶ，松原）

中野；（1♀，16．Ⅶ，桐野）

ハンナ岳；（1♂，27．Ⅶ，小野）

マヤグスクの掩；（1♀，21．Ⅶ，桐野）

14．ナミエシロチョウA♪Pias（凸戎OPhaga）如ulinaCramer

浦内；（1♂，19．Ⅶ，桶野）（1♀，20．Ⅶ，松原）

軍艦岩；（1♀，18．Ⅶ，溝口）

白浜；（1♀，19．Ⅶ，松原）

月ヶ浜；（1♂，20．X，金井）

中野；（1♂，16．Ⅶ，米沢）（1♀，17．Ⅶ，松原）

ハンナ岳；（1♂，22．Ⅶ，永田）（1♂，25．Ⅶ，米沢）（2♂♂，30．Ⅶ，米沢）

（1♂，31．Ⅶ，米沢）（1♀，22．X，金井）

マヤグスクの滝；（1♂，17．Ⅶ，桐野）
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15．タイワンシロチョウAfやias（GlutoPhrissa）ly7WidaCramer

竹富島；（1♀，24．Ⅶ，松原）

16．モンシロチョウPieris（Artogeia）ra枇杷Linnaeus

宮良；（1♂，24．X，金井）

17．クロテンシロチョウLebtosianinaFabricius

宇良部岳；（2exs‥29．Ⅶ，米沢）

18．ツマベこチョウHe～わ摺OiaglauciPfeLinnaeus

宇艮部岳；（1♀，29．Ⅶ，米沢）

大富；（目撃1ex．，21．Ⅶ，松原）

与那国島祖納；（1♂，29．Ⅶ，小野）

竹富島；（1♀，24．Ⅶ，溝口）（1ex．，24．Ⅶ，永田）

ハンナ岳；（1♂，22．Ⅶ，永田）（1♂，22．Ⅶ，松原）（1♂1♀ゝ25．Ⅶ，米沢）

lIIシジミチョウ科Lycaenidae

19．ムラサヰシジミNarathurajalわnicaMurray

於茂登岳；（2♂♂，23．Ⅶ，溝口）（lex．，23．Ⅶ，永田）

カンビラの沌；（1♂，16．Ⅶ，金井）（lex．，22．Ⅶ，金井）

20．イワカワシジミArt秘eryxLinnaeus

ハンナ岳；（幼虫5頭，22．Ⅶ，桐野）（幼虫1頭，22．Ⅶ，永田）

（幼虫8頭，25．Ⅶ，米沢）

21．ウラナミシジミLamPidesbcxiiczLSLinnaeus

上原；（1ex‥20．Ⅶ，金井）

中野；（2♂♂，15．Ⅶ，松原）（2exs．，16．Ⅶ，永田）（1♂，21．Ⅶ，米沢）

（1♂，22．Ⅶ，米沢）

浦内；（lex‥21．X，金井）

22．才ジロシジミ亭uchrysobsmejzLSFabricius

上原；（lex．，20．Ⅶ，金井）

浦内；（1♂，16．Ⅶ，松原）（1♂，17．Ⅶ，松原）（2exs．，19．Ⅶ，永田）

（1♂，20．Ⅶ，桐野）

古見；（1♀，18．Ⅶ，桐野）

白浜；（1♀，18．Ⅶ，松原）（lex‥20．Ⅶ，金井）（2♂♂，20．Ⅶ，桐野）

白浜林道；（1♂，20．Ⅶ，溝口）

中野；（1♂，16．Ⅶ，米沢）（1ex．，21．X，金井）

ハンナ岳；（1♂，22．Ⅶ，松原）（2exs．，22．Ⅶ，永田）（1♂，25．Ⅶ，小野）

（5♂♂，25．Ⅶ，米沢）（1♂1♀，30．Ⅶ，米沢）

宮艮；（lex‥24．Ⅶ，金井）

23．アマミウラナミシジミ〃舶血血7月知略泥Moore

浦内；（1♂，21．X，金井）

於茂登岳；（1♂，23．Ⅶ，溝口）

カンビラの滝；（1♂，16．Ⅶ，溝口）（1♀，22．Ⅶ，金井）

白浜；（1♀，21．X，金井）

白浜林道；（1♂，18．Ⅶ，松原）（2♂♂，20．Ⅶ，溝口）（1♂1♀，21．X，金井）
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月ヶ浜；（1♂，17．Ⅶ，松原）（1♂，19．Ⅶ，金井）（1♂，22．Ⅶ，金井）

（2♂♂，21．X，金井）

中野；（1♀，16．Ⅶ，米沢）

仲間川林道；（4♂♂，21．Ⅶ，桐野）

ハンナ岳；（1♂，23．Ⅶ，洞野）（1♂，25．Ⅶ，小野）（1♂，30．Ⅶ，小野）

（6♂♂，30．Ⅶ，米沢）（1♂1♀，31．Ⅶ，米沢）

船浦；（1♀，20．X，金井）

マリウドの掩；（目撃多数，16．Ⅶ，米沢）

24．ヒメウラナミシジミProstbnoraC．Felder

万勢岳；（1♂，18．Ⅶ，松原）

ハンナ岳；（2♂♂3♀♀，25．Ⅶ，米沢）（3♂♂3♀♀，30．Ⅶ，米沢）

（1♂2♀♀，31．Ⅶ，小野）（2♂♂，22．X，金井）

25，ルリウラナミシジミJd珊血血Sto11

上原山；（1♀，23．Ⅶ，金井）

浦内；（1♀，20．Ⅶ，桐野）（1♀，21．X，金井）

中野；（1♀，15．Ⅶ，米沢）

ハンナ岳；（1♀，31．Ⅶ，米沢）

船浦；（2♀♀，20．Ⅶ，金井）

26．ヤマトシジミ凸肌〟ね正雄〝ね乃加短：Kollar

浦内；（1♂－，18．Ⅶ，金井）

宇良部岳；（2♂♂，2g．Ⅶ，米沢）

大原；（3♂♂，22．Ⅶ，小野）

白浜；（1♂，20．Ⅶ，金井）

住吉；（1♂，19．Ⅶ，松原）（1♂，20．Ⅶ，松原）

与那国島祖納；（1♂，2g．Ⅶ，小野）

中野；（1♂，15．Ⅶ，松原）（1♂，15．Ⅶ，米沢）（1♂，16．Ⅶ，松原）

（1♀，19．Ⅶ，小野）（1♀，19．Ⅶ，米沢）（1♂，21．Ⅶ，米沢）・

ハンナ岳；（1♂，25．Ⅶ，米沢）（1♂，22．X，金井）

宮良；（1♂，24．Ⅶ，金井）

27．シルビアシジミZiziuc＊isFabricius

ハンナ岳；（目撃，30．Ⅶ，米沢）

28．ハマヤマトシジミZねeer由短rsα通れZMoore

白浜；（2♂♂，21．X，金井）

竹富島；（1♂1♀，23．X，金井）

中野；（1♂，21．Ⅶ，米沢）

2g．タイワンクロボシシジミMegisb7nuanHorsfield

上原；（2exs‥16．Ⅶ，永田）

浦内；（2exs‥16．Ⅶ，桧原）（目撃多数，19．Ⅶ，洞野）（2♀♀，20．Ⅶ，桐野）

白浜；（2exs‥16．Ⅶ，松原）（1♂，20．Ⅶ，桐野）

白浜林道；（1ex‥18．Ⅶ，松原）

月ヶ浜；（1♂，19．Ⅶ，桐野）（lex‥20．X，金井）
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中野；（1♀，15．Ⅶ，米沢）（lex．，19．Ⅶ，永田）（1♂1♀，19．Ⅶ，米沢）

（2♂♂1♀，22．Ⅶ，米沢）（lex．，20．Ⅶ，金井）

ハンナ岳；（1♀，30．Ⅶ，米沢）

30．リュウキュウウラボシシジミPithecoPscoruusFruhstorfer

カンビラの滝；（1ex．，16．Ⅶ，桐野）（2exs．，18．Ⅶ，永田）（2exs．，22．Ⅶ．金井）

マヤクスクの滝；（2exs．，17．Ⅶ，桐野）（2exs．，17．Ⅶ，米沢）（lex‥17．Ⅶ，金井）

31．ヤクシマルリシジミAcybLe♪is如如Horsfield

ハンナ岳；（1♂，22．X，金井）

32．ウラギンシジミC乙lれ痩73α血Moore

浦内；（1♀，17．Ⅶ，松原）（1♂，19．Ⅶ，永田）

船浦；（1♂，20．X，金井）

Ⅳテングチョウ科Lybytheidae

33．テングチョウ上iわが肥ααJとigFuesly

ハンナ岳；（1♂，22．Ⅶ，桐野）

Vマダラチ5tウ科Danaidae

34．カバマダラAnosiachrysiPPzLSLinnaeus

浦内；（1♂，17．Ⅶ，松原）（1♀，22．Ⅶ，金井）

宇良郎岳；（1♂，29．Ⅶ，米沢）

竹富島；（1♂1♀，27．Ⅶ，米沢）

中野；（1♀，16．Ⅶ，溝口）（1♀，20．X，金井）

35．スジグロカバマダラSalatura（Anosia）genutiaCramer

上原；（1♀，16．Ⅶ，、小野）（1ex．，16．ⅦL永田）

浦内；（1♂，16．Ⅶ，松原）（1♀，16．Ⅶ，溝口）（3♂♂，17．Ⅶ，松原）

（1♂，20．X，金井）

宇良部岳；（1♀，29．Ⅶ，米沢）

白浜；（1♀，16．Ⅶ，松原）

与那国島祖納；（1♂，29．Ⅶ，小野）

竹富島；（1♀，24．Ⅶ，桧原）（2♀♀，27．Ⅶ，小野）（1♂，27．Ⅶ，米沢）

．中野；（lex．，15．Ⅶ，永田）（4♂♂，16．Ⅶ，桐野）（1♀，20．X，金井）

ハンナ岳；（1♂，25．W，米沢）（1♂，25．Ⅶ，小野）（1♂，30．Ⅶ，小野）

（1♂，31．Ⅶ，小野）

36．オオゴマダラIdealezLCOnOeErichson

浦内；（lex．，16．Ⅶ，松原）（1ex‥17．Ⅶ，松原）

軍艦岩；（1♂，17．Ⅶ，金井）

古見；（lex．，18．Ⅶ，松原）

竹富島；（1♂，23．X，金井）

中野；（1ex．，16．Ⅶ，松原）（lex．，16．Ⅶ，永田）（目撃多数，16．Ⅶ，桐野）

ハンナ岳；（2exs．，25．Ⅶ，小野）（1ex．，25．Ⅶ，米沢）

37．アサギマダラ拗れ2戒ねα．威由：Kollar

浦内；（1♀，19．Ⅶ，永田）

竹富島；（lex．，23．X，金尭）

ハンナ岳；（5exs．，22．X，金井）
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38．リュウキュウアサギマダラ1（お0如fs日払血徹ノ．由感触Linnaeus

浦内；（lex．，16．Ⅶ，松原）（1ex‥17．Ⅶ，松原）

宇良郎岳；（1♂，29．Ⅶ，米沢）

白浜；（1ex．，16．Ⅶ，松原）

白浜林道；（3exs．，18．Ⅶ，松原）

竹富島；（1♂，27．Ⅶ，小野）

月ヶ浜；（2exs．，17．Ⅶ，松原）（2♂♂，20．X，金井）

中野；（1ex．，19．Ⅶ，小野）（1♀，20．X，金井）（1♂，21．X，金井）

万勢岳；（1ex‥23．Ⅶ，松原）

ハンナ岳；（1ex．，23．Ⅶ，桧原）（1♀，25．Ⅶ，小野）（1♀，25．Ⅶ，米沢）

YIタテハチョウ科Nymphalidae

39．ツマグロヒョウモンArgpezLShyfwbizLSLirmeus

浦内；（1♂，16．Ⅶ，松原）（1♂，17．Ⅶ，松原）

大原；（1♂，22．Ⅶ，小野）

カンビラの沌；（1♂，22．Ⅶ，永田）

古見；（1♂，18．Ⅶ，金井）

与那国島祖納；（1♀，29．Ⅶ，小野）

ハンナ岳；（1♂，22．Ⅶ，桐野）（1♀，25．Ⅶ，小野）（1♀，26．Ⅶ，小野）

40．タイワンキマダラC坤短の伽威力SDrury

浦内；（2exs．，17．Ⅶ，松原）（2exs．，18．Ⅶ，永田）（2exs．，19．Ⅶ，金井）

（3exs．，20．Ⅶ，桐野）（1ex．，21．Ⅶ，米沢）

月ヶ洪；（5exs．，17．Ⅶ，松原）（lex．，18．Ⅶ，溝口）（3exs．，20．Ⅶ，松原）

（1ex．，18．Ⅶ，金井）（lex．，21．Ⅶ，洞野）（lex．，20．X，金井）

（2exs．，21．X，金井）

41．カバタテハAriadneaγiad乃eLinnaew

竹富島；（1♂1♀，27．Ⅶ，米沢）（3exs．，23．X，金井）

42．シロミスジAthy7mPeriwLinnaeus

浦内；（lex‥1g．Ⅶ，金井）

宇良部岳；（2exs．，29．Ⅶ，米沢）

月ヶ浜；（lex‥21．X，金井）

43．ヤエヤマイチモンジ伽SelenoP7DraKollar

カンビラの滝；（1♂，17．Ⅶ，桐野）（1♂，18．Ⅶ，永田）

軍艦岩；（1♀，18．Ⅶ，金井）

白浜；（2♀♀，16．Ⅶ，松原）（1♂，18．Ⅶ，松原）（2♂，19．Ⅶ，金井）

（1♂，1g．Ⅶ，永田）（1♀，19．Ⅶ，桐野）（1♀，20．Ⅶ，金井）

白浜林道；（1♀，18．Ⅶ，松原）（1♂2♀♀，21．Ⅶ，溝口）（1♀♀，21．Ⅶ，松原）

（1♂1♀，21．Ⅶ，桐野）（多数♂目撃，21．X，金井）

万勢岳；（1♂，23．Ⅶ，松原）

ハンナ岳；（1♂2♀，22．Ⅶ，永田）
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44．リュウキュウミスジNe〆ishylasLinnaeus

浦内；（1♂，16．Ⅶ，小野）（1♂1♀．17．Ⅶ，松原）

中野；（2♂♂，16．Ⅶ，桐野）（1ex‥20．X，金井）

ハンナ岳；（2♂♂，25．Ⅶ，小野）

45．キタテハ1blygo72iac－aureWWLinnaeus

白浜；（1ex．，21．X，金井）

46．ルリタテハ∬〃乃成dGα闇雄Linm加諷1S

カンビラの滝；（1ex．，16．Ⅶ，金井）

古見；（1ex．，18．Ⅶ，金井）

月ヶ浜；（1ex‥20．Ⅷ，松原）

ハンナ岳；（1ex．，23．Ⅶ，松原）（1♀，23．Ⅶ，桐野）（1♂，30．Ⅶ，米沢）

（1ex．，31．Ⅶ，小野）（1ex．，22．X，金井）

米原；（lex．，23．Ⅶ，永田）

47．ヒメアカタテハCynthiacarduiLinnaeus

ハンナ岳；（1♂，30．Ⅶ，米沢）（1exり31．Ⅶ，小野）

宮良；（lex．，24．X，金井）

48．アカタテハVanesLSaindiGαHerbst

ハンナ岳；（2exs．，22．X，金井）

美崎町；（目撃1ex．，24．Ⅶ，永田・松原）

49．アオタテハモドキPrecisorith”Linnaeus

上原；（3♂♂2♀♀，16．Ⅶ，永田）

上原山；（1♀，23．Ⅶ，金井）

浦内；（1♂1♀，17．Ⅶ，松原）（1♂1♀，20．Ⅶ，松原）

竹富島；（1♂1♀，27．Ⅶ，米沢）

中野；（1♀，12．Ⅶ，小野）（2♀♀，15．Ⅶ，桐野）（2♀♀，15．Ⅶ，永田）

（1♂，16．Ⅶ，桐野）（1♂，1g．Ⅶ，小野）（2♂♂，24．Ⅶ，金井）

ハンナ岳；（1♂，22．Ⅶ，桐野）

50．タテハモドキPrecisal摺anaLinnaeus

浦内；（lex．，16．Ⅶ，松原）（lex‥18．Ⅶ，金井）（lexり19．Ⅶ，桐野）

竹富島；（1ex．，27．′Ⅶ，小野）

月ヶ浜；（lex．，17．Ⅶ，松原）（lex．，18．Ⅶ，桐野）

中野；（lex．，16．Ⅶ，永田）

ハンナ岳；（1ex．，25．Ⅶ，小野）

51．コノハチョウKalLi2nainachwBoisduval

於茂登岳；（目撃lex．，23．Ⅶ，溝口）

カンビラの掩～マヤグスクの滝；（目撃lex．，16．Ⅶ，米沢）

ハンナ岳；（1ex．，22．Ⅶ，桐野，永田，松原，溝口）（目撃1ex．，23．Ⅶ，桐野）

52．ヤエヤマムラサキHyfolizmasanti10如Cramer

月ヶ浜；（1♂1♀，21．X，金井）

53．メスアカムラサキHyfvlinmasmisi伽Linnaeus

住吉；（1♀，20．Ⅶ，松原）

竹富島；（1♀，24．Ⅶ，溝口）（2♀♀，27．Ⅶ，小野）

－11－

albo
テキストボックス
追加(１♂１♀，21．X，金井)

albo
テキストボックス
←訂正（１ex→目撃１ex）

albo
長方形



ハンナ岳；（1♂，22．Ⅶ，永田）（1♂，22．Ⅶ，米沢）（1♂，23．Ⅶ，桐野）

（4♂♂1♀，25．Ⅶ，米沢）

54．リュウキュウムラサキHytvLi7maSboli7WLinnaeus

浦内；（1♂，16．Ⅶ，松原）（2♂♂，17．Ⅶ，松原）

大原；（1♂，22．Ⅶ，米沢）

住吉；（1♀，20．Ⅶ，松原）

竹富島；（2♂♂，24Ⅶ，桐野）（2exs．，24．Ⅶ，永田）

（3♂♂3♀♀，24．Ⅶ，桧原）（3♂♂3♀♀，24．Ⅶ，溝口）

（1♂1♀，27．Ⅶ，米沢）（3♀♀，27．Ⅶ，小野）（1♂，23．X，金井）

万勢岳；（1♀，23．Ⅶ，網野）

ハンナ岳；（2♂♂，22．Ⅶ，桧原）（1♀，22．Ⅶ，桶野）（1♂1♀，25．Ⅶ，小野）

（1♀．25．Ⅶ，米沢）（1♂1♀，22．X，金井）

宮艮；（1♀，24．Ⅶ，金井）

55．イシガケチョウ師ね挽物欧）i威uⅥ11

浦内；（1ex．，19．Ⅶ，松原）

大富；（lex．，21．Ⅶ，松原）

カンビラの滝～マヤグスクの滝；（1♂，22．Ⅶ，金井）

仲間川林道；（1♂，21．Ⅶ，桐野）

ハンナ岳；（1♂1♀，25．Ⅶ，小野）

マヤグスクの沌；（2exs．，17．Ⅶ，金井）（1♀，17．Ⅶ，桐野）

56．スミナガシガC加打rcgα乃eS蹴加I如i感uⅥll

於茂登岳；（lex‥23．Ⅶ，溝口）

白浜；（lex．，16．Ⅶ，松原）

ハンナ岳；（lex．，23．Ⅶ，松原）（1ex‥23．Ⅶ，桐野）（2♂♂，24．Ⅶ，米沢）

（1♂，30．Ⅶ，米沢）

Ⅷジャノメチョウ科Satyridae

57．マサキウラナミジャノメ拘軌蕗的耽股虎ffIto

カンビラの滝；（lex．，16．Ⅶ，網野）（1ex．，18．Ⅶ，永田）

白浜；（lex．，16．Ⅶ，松原）（lex‥19．Ⅶ，溝口（lex‥20．Ⅶ，金井）

白浜林道；（1♂，21．Ⅶ，桐野）

月ヶ浜；（3exs．，17．Ⅶ，松原）（1ex．，20．X，金井）

中野；（1ex．，16．Ⅶ，桶野）

ハンナ岳；（lex．，22．Ⅶ，桐野）（2♂♂，25．Ⅶ，小野）

58．ヤエヤマウラナミジャノメy虎毎功α劇脚7把Nire

ハンナ岳；（lex．，22．Ⅶ，松原）（1♀，25．Ⅶ，小野）（lex‥21．X，金井）

5g．シロオピヒカゲLetfuzeuro如Fabricius

白浜；（1♂，20．Ⅶ，金井）

唐人墓；（1♂，23．Ⅶ，桶野）（1♂，23．Ⅶ，松原）（1♂，23．Ⅶ，溝口）

60．リュウキュウヒメジャノメ蜘Jegね雌ね〇S打Butler

古見；（1♂，18．Ⅶ，桐野）

白浜；（1ex．，16．Ⅶ，松原）

白浜林道；（1ex．，21．X，金井）
－12－



月ヶ浜；（1ex．，18．Ⅶ，金井）

ハンナ岳；（2♀♀，30．Ⅶ，米沢）（1♂，30．Ⅶ，米沢）

61．ウスイロコノマチョウMelanitisledaLinnaelRS

宇良部岳；（1♂1♀，30．Ⅶ，米沢）

唐人墓；（1♀，23．Ⅶ，洞野）

中野；（lex．，15．Ⅶ，金井）

Ⅷセセリチョウ科月esperiidae

62．コウトウシロシタセセリrαgiα（おSとrd池〃ねβHopf缶r

上原；（lex‥16．Ⅶ，永田）

於茂登岳；（lex．，23．Ⅶ，永田）（1ex．，23．Ⅶ，溝口）

軍艦岩；（1ex．，21．Ⅶ，永田）（1ex．，22．Ⅶ，永田）

白浜；（lex．，16．Ⅶ，松原）

白浜林道；（1ex．，21．X，金井）

仲間川林道；（lex．，21．Ⅶ，溝口）（目撃1，21．Ⅶ，桐野）

ハンナ岳；（2exs．，25．Ⅶ，小野）（3exs‥31．Ⅶ，米沢）（1ex．，22．X，金井）

63．アオバセセリChWsbenjaminiiGu色rin－hkneville

ハンナ岳；（1♂，30．Ⅷ，小野）

64．タイワンアオバセセリBbdd7WiaexclamdionisFabricius

白浜林道；（1♀，21．X，金井）

65．ネッタイアカセセリTelicotacol0nFabricius

仲間川林道；（1♀，21．Ⅶ，溝口）

ハンナ岳；（1♀，22．Ⅶ，溝口）

66．クロボシセセリSuastwgreZWizLSFabricius

浦内；（1♂，22．Ⅶ，金井）

宇艮部岳；（1♀，30．Ⅶ，桐野）

カンビラの沌；（1♀，18．Ⅶ，桐野）

古見；（lex．，18．Ⅶ，松原）

月ヶ浜；（1ex‥21．Ⅶ，桐野）

米原；（1ex．，23．Ⅶ，松原）

67．チャバネセセリfWoPidas耽助iasFabricius

浦内；（1♀，20．Ⅶ，金井）（2♀♀．20．Ⅶ，桐野）

カンビラの沌；（1♀，21．Ⅶ，金井）

白浜；（1♂，19．Ⅶ，溝口）

白浜林道；（1♀，2LⅦ，桐野）

月ヶ浜；（1♀，17．Ⅶ，松原）

中野；（1♀，1g．Ⅶ，小野）（1♂，19．Ⅶ，松原）

ハンナ岳；（2♀♀，22．Ⅶ，松原）（1♀，23．Ⅶ，桐野）

宮良；（1♂1♀，24．Ⅶ，金井）

米原；（1♂1♀，23．Ⅷ，松原）
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68．トガリチャバネセセリ　Peわ如血S　αg7把　Moore

浦内；（1♂1♀，17．Ⅶ，松原）

白浜；（1♀，16．Ⅶ，松原）

竹富島；（1♀，24．Ⅶ，桧原）

月ヶ浜；（1♂，22．Ⅶ，松原）

中野；（1♀，16．Ⅶ，桐野）

ハンナ岳；（1♂，22．Ⅶ，松原）

69．ヒメイチモンジセセリ飽γ乃αrd

（1♂，19．Ⅶ，金井）

（1♂，25．Ⅶ，小野）

nasoFabricius

ハンナ岳；（2♂♂1♀，22．Ⅶ，松原）

70．ユウレイセセリBbrboci乃乃αraWallace

浦内；（1♂，17．Ⅶ，松原）

於茂登岳；（1♂，23．Ⅶ，溝口）

カンビラの掩；（1ex．，18．Ⅶ，桐野）

白浜；（1♀，16．Ⅶ，松原）

住吉；（1ex．，20．Ⅶ，松原）

月ヶ浜；（1♀，17．Ⅶ，松原）

ハンナ岳；（1♂，22．Ⅶ，松原）（1ex．，25．Ⅶ，小野）（1ex．，22．X，金井）

71．クロセセリN血ry如CWuifdsciaC．＆R．Felder

於茂登岳；（1♂，23．Ⅶ，溝口）

軍艦岩；（1♂，17．Ⅶ，金井）

白浜；（1♂，19．Ⅶ，金井）（lex．，19．Ⅶ，溝口）

白浜林道；（1ex．，18．Ⅶ，松原）

中野；（lex．，21．X，金井）

ハンナ岳；（1♀，31．Ⅶ，米沢）

72．テツイロピロウドセセリ〟αSOれ2色通知rMoore

白浜；（1♀，18．Ⅶ，松原）（lex‥19．Ⅶ，金井）（1ex‥19．Ⅶ，永田）

（1♀，1g．Ⅶ，松原）（1♀，20．Ⅶ，桐野）（1♀，21．Ⅶ，松原）

（1♀，21．Ⅶ，桐野）

白浜林道；（lex．，21．X，金井）

以上，7月15日～31日までの17日間の西表島，石垣島，竹富島，与那国島4島における採集

と目撃記録である。尚，10月20日～24日まで，金井賢一（理学部2年）が西表島石垣島，竹富

島を再度採集に訪れた際の記録も合わせて記載しておく。

学名及び種の配列は全て「原色日本蝶頸図鑑」（保育社）によったが，60．リュウキュウヒ

メジャノメの学名については独立権として記載のある「原色日本蝶類生態図鑑（Ⅳ）」（保育

社）に従った。

〔桐野〕

参考文献

川副昭人・若林守男（1985）原色日本蝶類図鑑．保育社．

福田晴夫・他（1984）原色日本蝶類生態図鑑（Ⅳ）．保育社．

（かないけんいち・きりのあつこ）
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図3．島内の採集地
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八重山諸島の甲虫（1990年夏期合宿）

小野雅章・永田武志

今回，OBの溝口氏を含む3人の甲虫屋がスウィービング・ピーティング・ルッキング・灯

火採集・果実トラップ（何も得られなかった）により得た甲虫（全て成虫）は，25科に渡る115

種である（掲載してあるのは104種）が，これは八重山諸島に座する全甲虫の1割にも満たな

い。成虫期間が私達の採集期間と重ならなかった種も相当いたが，朽ち木崩し・糞採集・水辺

での採集・腐肉トラップ等を全く行わなかったことや灯火採集で大きなサキシマヒラタのこと

ばかり考えていた故に小型種をないがしろにしていたこと，昼間蝶ばかり埠いかけ回していた

日があったことなどが大きく響いたようである。’朽ち木崩しと腐肉トラップだけでも行ってい

れば，ヒラタムシ・オサムシ・エンマムシ・バネカクシ上科の甲虫をもっと採集することがで

きただろうが……，と言っても遅いのだが。本合宿で得た教訓は次回から生かさねばならぬ。
今回の採集記録は，採集地や数の採り方も含めた採集方法に偏りがあることから1990年7月

中～下旬の八重山諸島の甲虫相をしっかりと反映していないと思われるが，参考になる部分も

少なからずあると思う。一助となれば幸いである。

以下，特に印象深かった3種について記す（3種とも石垣・西表島の固有種である）。

オオアオコメッキ属の一種ヨツモンオオアオコメッキは，背面が光沢のある銅緑色をした美

しい虫である。よく見ると，前胸背板の両側前後緑部に暗赤色の斑紋を有するのが分かる。於

茂登岳で一本の木を見上げた時日に映った，木漏れ日をキラリと反射した一頭は一生忘れるこ

とができないだろう。

体長の3倍以上もある♂の長い触角は実長だけなら本国で横綱クラス，というコゲチャフタ

モンヒゲナガカミキリ。バツとさせるのはそれだけではない。上適中後部にある，程好い形を

したこげ茶色の二つの紋と体全体の白味を帯びた薄いココア色とが成す落ち着いた色調もそう

である。於茂登岳にては，此moc／脚払S属の種にしては珍しいと言われる擬死を装う様がピー

ティングネット上で見られた。
通称“鉄アレイ’’と呼ばれる黒くてヒョウタン型のかたい虫がクロカタゾウムシである。そ

の姿形がこっけいであるのだが，それがいざとなると素早く動き回るので笑わずにはいられな

い。また，サササッ，と私の手を逃れて木の幹を這い回るその姿が「もしかして罠に陥れて逆

襲するつもりなのじゃないのか，コイツは？」と私を一瞬不安にさせた手強い奴でもある。

最後に，同定に際して御指導下さった本会OBの中峯浩司氏に感謝申し上げる。

以下に宮古島平良市での採集記録も合わせて報告する。

〔永田〕
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鞘週目COLEOPTERA

オサムシ亜目ADEPHAGA

Iハンミョウ科Cicindelidae

l．ヒメヤツポシハンミョウCicihdela如ilicaJ血nsisBr・OueriusⅥ狛Nidek

大富；（4exs．，21．Ⅶ，溝口）

カンビラ；（2exs．，20．Ⅶ，小野）

2．コハンミョウCidndelastdwisChaudOir

上原；（1ex．，18．Ⅶ，永田）

中野；（3exs．，15．Ⅶ，小野）（lex．，15．Ⅶ，溝口）（lex．，16．Ⅶ，小野）

（lex‥19．Ⅶ，永田）

3．シロヘリバンミ5［ウCicindelaniuicinctaCheⅥ・01at

中野；（1ex．，15．Ⅶ，小野）（1♀，21．Ⅶ，永田）

4．タテスジハンミョウCJ．CindeLastγioLatadorsoLi腱OLataCtTeVrOlat

中野；（2exs．，15．Ⅶ，小野）（lex‥15．Ⅶ，永田）（1ex．，15．Ⅶ，溝口）

ITオサムシ科Carabidae

5．オオアオモリヒラタゴミムシ凸が欠如ぷお加勒mf】わpe

上原；（1ex‥18．Ⅶ，小野）

6．イリオモテモリヒラタゴミムシCoJ紬かわ血（H曲u）

軍艦岩；（3exs．，20．Ⅶ，永田）

7．オオキベリアオゴミムシ糎乃豆γ如乃ざ（Widemnn）

中野；（lex．，21．Ⅶ，小野）

8．コアトワアオゴミムシChLaeniwhawifdChaudoir

中野；（1ex．，16．Ⅶ，小野）

9．オオアトポシアオゴミムシCuaenizLSmTicans（Fabricius）

上原；（lex‥18．Ⅶ，小野）

中野；（lex．，15．Ⅶ，永田）

10．ブロンズクビナガゴミムシα如nthaZneねJlica（Fairmaire）

中野；（1ex．，15．Ⅶ，小野）

IIIゲンゴロウ科Dytiscidae

ll．ヒメゲンゴロウ肋戒〟ぷ知れ卯のぴ（Ste由紀nS）

中野；（lex．，21．Ⅶ，永田）

12．ウスイロシマゲンゴロウ〟秘伝田l山地感元敵；Sh叩

中野；（lex．，15．Ⅶ，永田）（lex‥21．Ⅶ，永田）

13．コガタノゲンゴロウCybibtertr伽nctatworib血IisGま：hwendtner

中野；（1ex．，15．Ⅶ，小野）

カブトムシ亜目POLYPHAGA

Ⅳガムシ科Hydrophilidae

14．コガタガムシHjdrDlめilusbiZineatzLSCaShih2ire乃gisRedtenbacher

中野；（lex．，15．Ⅶ，小野）（2exs‥15．Ⅶ，永田）（2exs．，21．Ⅶ，永田）
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15．ヒメガムシSternoloPhwrufifes（Fabricius）

上原；（lex‥18．Ⅶ，小野）

カンビラの滝；（1ex‥20．Ⅶ，小野）（1ex．，20．Ⅶ，永田）

中野；（1ex‥15．Ⅶ，小野）（lex．，16．Ⅶ，小野）（1ex．，16．Ⅶ，永田）

16．ミナミヒメガムシ蝕rno109hwiTZCOnSPicuus（Nietner）

中野；（1ex．，15．Ⅶ，永田）

17．シナトゲバゴマフガムシ助γ0馳ぷ九転用防音由．ibit2eV

カンビラの滝；（3exs．，20．Ⅶ，小野）

中野；（2exs．，16．Ⅶ，小野）

Vシテムシ科Silphidae

l8．オオモモプトシテムシNecTtAesasiaticusPortevin

中野；（1♀，16．Ⅶ，小野）

Ⅵクワガタムシ科Lucanidae

lg．ヤエヤマノコギリクワガタPrC醐抑f払S肛ねこ力扉ぶた〆細血ガSg研〟SY．Kurosawa

中野；（1♀，15．Ⅶ，小野）（1♀，15．Ⅶ，米沢）（1♂，19．Ⅶ，小野）

（1♂，22．Ⅶ，小野）

全て灯火に飛来したものである。なお，♂は全て原歯型の個体である。

20．サキシマヒラタクワガタ仇）γmSj兢わ職血鱈」如転鍋物鯛び（Nomura）

上原；（3♀♀，18．Ⅶ，小野）（1♀，18．Ⅶ，永田）

宇良部岳；（1♀，2g．Ⅶ，小野）

於茂登岳；（1♀，23．Ⅶ，永田）

カンビラの滝；（2♀♀，20．Ⅶ，小野）（1♀，20．Ⅶ，永田）

中野；（2♂♂3♀♀，15．Ⅶ，小野）（2♂♂3♀♀，15．Ⅶ，永田）

（5♂♂．15．Ⅶ，溝口）（1♀，16．Ⅶ，小野）（1♀，16．Ⅶ，永田）

（1♀，18．Ⅶ，小野）（2♂♂2♀♀，19．Ⅶ，永田）（1♂1♀，21．Ⅶ，小野）

宇艮部岳と於茂登岳のもの以外は全て灯火に飛来したものである。なお，手元にあ

る1♂（19．Ⅶ，永田）が1991年3月現在越冬中である。

21．ヤユヤマネブトクワガタ細地形fcoJ兢rわ血画彪初血sNomura

中野；（1♀，15．Ⅶ，永田）

灯火に飛来した。

Ⅶセンチコガネ科Geotrupidae

22．マルエンマコガネ肋触び地びHarold

中野；（5e長S．，16．Ⅶ，小野）（2exs．，16．Ⅶ，永田）

23．ウスチャマグソコガネAPhtxtiuszmrgirzellzLSJ（Fabricius）

カンビラの沌；（1ex．，20．Ⅶ，永田）

Ⅷアツバコガネ科Hybosoridae

24．フチトリアツバコガネPhaecWrozLSenWrginatwCastelnau

上原；（lex．，18．Ⅶ，′ト野）

カンビラの滝；（lex‥20．Ⅶ，小野）（2exs．，20．Ⅶ，永田）

白浜；（1ex．，19．Ⅶ，溝口）

中野；（Gexs．，16．Ⅶ，小野）（12exs．，16．Ⅶ，永田）

船浦；（lex．，19．Ⅶ，溝口）
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マリウドの沌；（2exs．，17．Ⅶ，小野）（4exs．，17．Ⅶ，永田）

灯火に多数飛来した。

Ⅸコガネムシ科Scarabaeidae

25．オヰナワコフキコガネ舶わ10肋耽闇が脚がNomura

上原；（1♂，18．Ⅶ，永田）

中野；（1♀，22．Ⅶ，小野）

26．ヤエヤマヒメクロコガネ良）♪わrDねた0感S九ffNOmura

上原；（1ex‥18．Ⅶ，小野）（lex．，18．Ⅶ，永田）

カンビラの滝；（3exs．，20．Ⅶ，小野）（2exs．，20．Ⅶ，永田）

マリウドの滝；（2exs．，17．Ⅶ，小野）（5exs．，17．Ⅶ，永田）

27．ヤエヤマカンショコガネA如go7由かCαr加血糊爛乃αNomura

上原；（lex．，18．Ⅶ，小野）（2exs．，18．Ⅶ，永田）

カンビラの滝；（2exs．，20．Ⅶ，小野）（1ex．，20．Ⅶ，永田）

中野；（lex．，15．Ⅶ，小野）

マリウドの掩；（1ex．，17．Ⅶ，永田）

28．ヤエヤマビロウドコガネ〟。劇k7uカ1わ乃たα脚脚Nomura

マリウドの滝；（lex‥17．Ⅶ，永田）

29．オオマルビロウドコガネ〟αJαお1uq物（眈）mura）

カンビラの滝；（lex‥20．Ⅶ，小野）

マリウドの掩；（lex‥17．Ⅶ，小野）（1ex．，17．Ⅶ，永田）

30．オオシマビロウドコガネ．舶血血相’α血初犯ZNomura

中野；（1ex．，16．Ⅶ，小野）

マリウドの掩；（lex‥17．Ⅶ，永田）

31．チビピロウドコガネ〟ααねrc乃正fdcesNomura

カンビラの掩；（lex．，20．Ⅶ，小野）

32．シナコイチャコガネAdbretzLSSinicusBurmeister

上原；（1ex．，19．Ⅶ，小野）

33．シャミセンコイチャコガネ元物威凹．血庇∽創ぬ如SNomura

マヤグスクの掩；（1ex．，16．Ⅶ，溝口）

マリウドの沌；（lex．，17．Ⅶ，永田）

34．イシガキコガネ」腑如αか血如伽犯而（納a）

上原；（1ex．，18．Ⅶ，小野）

カンビラの沌；（2exs‥20．Ⅶ，小野）（lex．，20．Ⅶ，永田）

35．エサキドゥガネ月乃0耽7Jβの融前．良細ada

カンビラの掩；（lex．，20．Ⅶ，小野）（1ex．，20．Ⅶ，永田）

中野；（lex．，15．Ⅶ，溝口）（lex．，15．Ⅶ，永田）（2exs．，16．Ⅶ，小野）

船浦；（lex．，19．Ⅶ，溝口）

36．リュウキュウドゥガネ伽Jα加感知が飽和Arrow

中野；（2exs．，15．Ⅶ，永田）
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37．ヤエヤマムシスジコガネA乃0耽ZJdと痛感通α〕旭那欣約2Nomura

上原；（3exs．，18．Ⅶ，小野）（lex．，18．Ⅶ，永田）

カンビラの滝；（1ex．，20．Ⅶ，小野）

中野；（1ex．，15．Ⅶ，永田）（1ex．，16．Ⅶ，小野）（1exり16．Ⅶ，永田）

（1ex．，19．Ⅶ，永田）（1exり22．Ⅶ，小野）

38．リュウキュウスジコガネAnomalamatszpqurai徽加raiSawada

上原；（lex．，16．Ⅶ，永田）

中野；（lex．，22．Ⅶ，小野）

39．チャイロカナプンcc励0Ⅸ）r♪hasi2qilisnigraNiijimaetKino血ita

中野；（lex．，15．Ⅶ，永田）

マリウドの掩；（1♂1♀，17．Ⅶ，永田）

40．イシガキシロテンハナムグリFMiaishiBtlkia（Fairmaire）・

八重山諸島亜種ssp．ishiWia（Fairmaire）

浦内大橋；（1♀，20．Ⅶ，永田）

大原；（3♂♂，22．Ⅶ，小野）

白浜；（2♂♂，19．Ⅶ，溝口）

中野；（1♀，20．Ⅶ，中村）

宮古島亜種ssp．2WiyakonaY．Kurosawa

平良；（1♂1♀，15．Ⅶ，永田）

41．タイワンカブトムシOryctesrhimαrOg（Linn色）

上原；（3♂♂，18．Ⅶ，永田）

中野；（2♂♂1♀，15．Ⅶ，小野）（3♂♂，15．Ⅶ，永田）（1♂1♀，15．Ⅶ，溝口）

（1♂1♀，16．Ⅶ，小野）（1♀，19．Ⅶ，永田）（2♂♂1♀，21．Ⅶ，小野）

（1♂2♀♀，22．Ⅶ，小野）

船浦；（1♀，18．Ⅶ，永田）（1♂1♀，19．Ⅶ，小軒）

灯火に多数飛来した。

42．コカブトムシ放）的fJeぴrぴSdわ肥乃330走乃α肋乃以SNomura

カンビラの滝；（1♀，20．Ⅶ，小野）

灯火に飛来した。

43．オキナワコアオハナムグリ0卿わ乃fαJb柁ic〟Jαね力fgd短乃dNomura

浦内大桶；（lex．，20．Ⅶ，永田）

大富；（1ex．，21．Ⅶ，溝口）

中野；（lex．，1g．Ⅶ，永田）

Ⅹタマムシ科Buprestidae

44．アオムネスジタマムシCわγ細孔m柄物Ⅶ昭．mOmⅨ）n

宇良部岳；（1ex．，29．Ⅶ，米沢）

月ヶ浜；（lex‥18．Ⅶ，溝口）

ⅩIホソクシヒグムシ科Callirhipidae

45．ナガクシヒグムシαJJfr力iかぶ乃加fN血把

カンビラの滝；（2♂♂，20．Ⅶ，小野）

中野；（1♀，19．Ⅶ，米沢）

船浦；（1♂，19．Ⅶ，溝口）
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XlI　　コメッキムシ科　Elateridae

46．ヨツモンオオアオコメッキ（力細孔ぷ　耽お皿れ把　Miwa

於茂登岳；（1ex．，23．Ⅶ，永田）

広葉樹の樹液に来た。

川平；（1ex‥23．Ⅶ，永田）

灯火に飛来した。

47．ノブオオオアオコメッキ　物血γ柁びざ　乃0血のf Ohira

宇良部岳；（4exs．，29．Ⅶ，小野）（kxs．，29．Ⅶ，米沢）

ギンネムに止まっていた。個体数はやや多いようである。

48．シロモンサビキコリ　ノ旭rカ加び　血Jわrig　加f Ohira

白浜林道；（lex‥20．Ⅶ，溝口）

中野；（lex‥15．Ⅶ，永田）（1ex．，16．Ⅶ，小野）（2exs．，21．Ⅶ，松原）

49一サカグチホソサビキコリ　勧如　ぷd血gむrカff（Miwa）

上原；（2exs．，18．Ⅶ，小野）

カンビラの滝；（lex．，16．Ⅶ，溝口）

マリウドの滝；（lex‥17．Ⅶ，永田）

50．ヤエヤマサピコメッキ　上月CO乃　旭昭脚耶乃払S（Miwa）

上原；（lex．，18．Ⅶ，永田）
51．オオフタモンウバタマコメッキ　拗れmldねJα門ノ虎びJdr助虎び　（Cand由紀）

上原；（3exs‥18．Ⅶ，永田）

カンビラの滝；（2exs，，20．Ⅶ，小野）

白浜；（lex‥21．Ⅶ，永田）

中野；（1ex．，15．Ⅶ，小野）（3exs．，15．Ⅶ，永田）（1ex．，15．Ⅶ，小野）

（hxs‥16．Ⅶ，小野）（lex‥16．Ⅶ，永田）（2exs．，21．Ⅶ，永田）

灯火に多数飛来した。

52．オオウスカバイロコメッキ　C肋乃那　加ldrfs f風船f Kishii

白浜；（1ex‥21．Ⅶ，永田）

中野；（lex．，16．Ⅶ，小野）（lex‥16．Ⅶ，永田）

53．オモトオオクロクシコメッキ　舶Janotw omotcensis Ohira

上原；（lex．，18．Ⅶ，小野）

カンビラの沌；（2exs．，20．Ⅶ，小野）（1ex‥20．Ⅶ，永田）

白浜；（lex‥21．Ⅶ，永出）

中野；（lex‥16．Ⅶ，小野）

船浦；（lex‥19．Ⅶ，溝口）

マリウドの掩；（lex．，17．Ⅶ，永田）

54．クシコメッキ属の1種　jklc血　印．

マリウドの掩；（lex．，17．Ⅶ，永田）

クシコメッキ搬Jd血J幽hn地に非常に近縁な種であると思われる。

XlIJ　ホタル科　La皿pyridae

55．キイロフサヒゲポタル　蝕7にrJα7加　地ねrf如　Pic

マヤグスクの滝；（lex．，21．Ⅶ，永田）

ⅩⅣ　ナガシンクイムシ科　Bostrychidae
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56．キアシツヤナガシンクイXy10thriPsflaui如（Illiger）

中野；（1ex．，16．Ⅶ，小野）

XVカッコウムシ科Cleridae

57．ナミモンニセナガカッコウムシXenorthriusumbratwSchenkling

カンビラの滝；（2exs．，20．Ⅶ，永田）

ハンナ岳；（lex．，22Ⅶ，溝口）

ⅩⅥケシキスイムシ科Nitidulidae

58．アカマダラケシキスイんzs戚咄γ払Sかd比S（Mach治y）

中野；（lex．，16．Ⅶ，小野）

ⅩⅦコメッキモドキ科Languriidae

5g．タイワンツヤコメッキモドキCaenolanguriainsularisMiwaetC旭j6

上原；（lex‥16．Ⅶ，小野）（1ex．，19．Ⅶ，小野）

於茂登岳；（1ex．，26．Ⅶ，小野）

カンビラの滝；（lex．，16．Ⅶ，溝口）

船浦；（lex．，19．Ⅶ，溝口）

マヤグスクの滝；（1ex．，16．Ⅶ，溝口）（2exs．，21．Ⅶ，永田）

ⅩⅧテントウムシ科Coccinellidae

60．ヤホシテントウHar摺0乃iaα恵）7m2CuLata（Fabricius）

カンビラの滝；（1ex．，20．Ⅶ，永田）

ⅩⅨツチバンミ軋り科Meloidae

61．オキナワキゲンセイZo71正恵0彫棚7ばね（Miwa）

上原；（lex．，18．Ⅶ，小野）

カンビラの滝；（1ex‥20．Ⅶ，小野）

ⅩⅩハムシグマシ科hgriidae

62．ヒゲプトハムシダマシLuProPsoriehtalis（Motschulsky）

上原；（1ex．，18．Ⅶ，小野）

ⅩⅩIゴミムシダマシ科Tenebrionidae

63．オオクビカクシゴミムシダマシDicraeosiscarinatusGebien

於茂登岳；（lex．，26．Ⅶ，小野）

カンビラの滝；（6exs‥20．Ⅶ，永田）

船浦；（lex．，19．Ⅶ，溝口）

64．ミナミモンキゴミムシグマシDibferislewisiinterwctaGebien

カンビラの滝；（2exs．，20．Ⅶ，永田）（5exs．，20．Ⅶ，中村）

マヤグスクの沌；（3exs．，16．Ⅶ，溝口）

マリウドの沌；（lex．，17．Ⅶ，永田）

シロカイメンタケ（サルノコシカケ科）から得られた。灯火にも来た。
65．イリオモテエグリゴミムシダマシ〃Jo詔α由鳥αγαfM．T．α泊j6

カンビラの滝；（1′♂1♀，20．Ⅶ，永田）

66．サキシマオオニジゴミムシグマシ〟由瘡cerαSd々fsカ彫乃gS軋T．C血j6

上原；（2exs．，19．Ⅶ，小野）

カンビラの滝；（2exs．，20．Ⅶ，永田）

白浜；（1ex．，1g．Ⅶ，溝口）（2exs．，23．Ⅶ，小野）
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67．ヤエヤマカタビロキマワリモドキ．勒此れゞ滞肝舶用如ゞM．T．C血jd

中野；（1ex．，19．Ⅶ，永田）

68．アラメズビロキマワリモドキG乃玖SfS形g感知従五戒払S（M．T．C仙j6）

於茂登岳；（lex．，23．Ⅶ，永田）

69．カラカネチビキマワリモドキTbtragono2neneSPalfuoides（Nakane）

於茂登岳；（1ex．，23．Ⅶ，永田）

70．オオニシキキマワリモドキ物如わK）r♪勉励m7犯甥虎脚fSMat鼠Ⅲ10b

於茂登岳；（lex．，23．Ⅶ，溝口）

白浜；（lex．，20．Ⅶ，溝口）（1ex‥21．Ⅶ，永田）

マヤグスクの滝；（lex．，16．Ⅶ，溝口）

マリウドの沌；（lex‥17．Ⅶ，永田）

71．ヒメニシキキマワリモドキ触わ瑚嘘が♪附加の前祝虎鵬（Marseul）

カンビラの沌；（1ex‥20．Ⅶ，永田）

72．イブシキマワリPlegioP7ihal孔gfZLSrmFairmaire

於茂登岳；（1ex‥23．Ⅶ，永田）

カンビラの掩；（1ex‥18．Ⅶ，小野）

ハンナ岳；（lex‥22．Ⅶ，永田）（lex．，22．Ⅶ，溝口）

マヤグスクの沌；（lex．，16．Ⅶ，溝口）

マリウドの沌；（lex．，17．Ⅶ，永田）

73．セスジナガキマワリSrp乃g〆び柑α〟おJ感皿旭此1in

カンビラの滝；（1ex．，20．Ⅶ，永田）

ⅩⅩIIカミキリムシ科Cerambycidae

74．コゲチャトゲフチオオウスバカミキリMacrotoZnafisheriforzmGressitt

上原；（3exs．，18．Ⅶ，小野）（5exs‥18．Ⅶ，永田）

カンビラの滝；（3exs．，20．Ⅶ，小野）（3exs‥20．Ⅶ，永田）

白浜；（目撃2exsり21．Ⅶ，永田）

中野；（lex．，15．Ⅶ，中村）（2exs．，16．Ⅶ，小野）（lex．，19．Ⅶ，米沢）

マヤグスクの沌；（lex．，16．Ⅶ，溝口）

全て灯火に飛来したものである。
75．イエカミキリ成れ刀αと細野Jo乃gたor乃g（蜘man）

川平；（1♀，23．Ⅶ，永田）

灯火に飛来した。

76．ヨツスジトラカミキリC7dor伽quinqwfbsciatw（CastelnauetGory）

白浜林道；（lex．，20．Ⅶ，溝口）

ハンナ岳；（2exs．，22．Ⅶ，溝口）

77．イシガキゴマフカミキリ〟血脚馳脚感．馳問血i

石垣・西表島亜種ssp．ぷび肋ガBn知ning

上原；（3exs．，19．Ⅶ，小野）

於茂登岳；（1ex．，23．Ⅶ，溝口）

白浜；（lex‥19．Ⅶ，溝口）

白浜林道；（1ex．，20．Ⅶ，溝口）

中野；（2exs‥1g．Ⅶ，永田）
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ハンナ岳；（lex．，22．Ⅶ，溝口）

船浦；（lex．，19．Ⅶ，溝口）

竹富・波照間・小浜島亜種ssp．kashiukTiiKusamaetTakakuwa

竹富島；（1ex．，24．Ⅶ，永田）

宮古諸島亜種ssp．semiPrael0ngi如KuEamaetTakakuwa

宮古島平良；（4exs．，15．Ⅶ，永田）

78．ヒロオビオオゴマフカミキリMescmiskoshunensisbiana（BreuningetOhbayashi）

於茂登岳；（1♀，23．Ⅶ，永田）（1♀，23．Ⅶ，溝口）

7g．ヨツスジカミキリ〟fc7℃珊扉dおr御感rねig耽癒αS監hwar：妃r

マリウドの滝；（1♂，20．Ⅶ，永田）

ヤシ科の1種の枯れ葉からピーティングにより得た。
80．タイワンチビカミキリSybrtz如iLameere

八重山諸島亜種ssp．ishigakiiBreuningetOhbayashi

上原；（3exs．，19．Ⅶ，小野）

白浜；（lex．，19．Ⅶ，溝口）

中野；（4exs．，19．Ⅶ，永田）

ハンナ岳；（lex．，22．Ⅶ，永田）

船浦；（2exs．，19．Ⅶ，溝口）

米原；（lex．，23．Ⅶ，永田）

宮古諸島亜種ssp．癖癖乃滅ぶI海関血i

平良；（lexり15．Ⅶ，永田）

海岸沿い（低地の林縁や荒れ地を指す）の各種広葉樹の枯れ枝や枯れ蔓から得られ

たが，内陸部（林内を指す）では得られなかった。これは本種の寄主植物が内陸部に

分布しないためであろうか（寄主植物は未だに不明）。また，長い年月に渡る他種と

のかね合いの結果とも考えられる。というのも，極めて個体数の多かった同属の後2

種（海岸沿いでも内陸部でも得られた）に比べるとかなり少なかったからである。
81．アトモンチビカミキリ細物Jf7泌ぬteS

八重山諸島亜種ssp．mi耽）geZninataBreuningetOhbayaghi

上原；（lex．，16．Ⅶ，小野）（2exs‥1g．Ⅶ，小野）

大富；（2exs‥21．Ⅶ，溝口）

於茂登岳；（1ex．，23．Ⅶ，永田）（2exs．，23．Ⅶ，溝口）

カンビラの滝；（3exs‥20．Ⅶ，永田）

白浜；（1ex．，19．Ⅶ，溝口）

白浜林道；（lex．，20．Ⅶ，溝口）

中野；（5exsり19．Ⅶ，永田）

船浦；（2exs．，1g．Ⅶ，溝口）

マヤグスクの滝；（1ex．，21．Ⅶ，永田）

宮古諸島亜種ssp．7WiyakoanaHayashi

平良；（lex．，15．Ⅶ，永田）
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82．アヤモンチビカミキリSッ如0れgf血ぬtes

八重山諸島亜種ssp．1Jd〝0度rね加地ya血i

上原；（9exs．，19．Ⅶ，小野）

大富；（lex．，21．Ⅶ，溝口）

於茂登岳；（lex．，23．Ⅶ，永田）

カンビラの滝；（2exs．，20．Ⅶ，永田）

白浜；（2exs‥19．Ⅶ，溝口）

白浜林道；（1ex‥20．Ⅶ，溝口）

中野；（3exs．，19．Ⅶ，永田）

ハンナ岳；（2exs．，22．Ⅶ，溝口）

船浦；（6exs．，19．Ⅶ，溝口）

宮古諸島亜種ssp．感知地頭吻胡膿】助ya血i

平良；（2exs‥15．Ⅶ，永田）

83．ハヤシサビカミキリRbPicaha”hiiBreuning

上原；（1ex‥19．Ⅶ，小野）

大富；（1ex．，21．Ⅶ，溝口）

マヤグスクの沌；（lex．，16．Ⅶ，溝口）

84．ゴマフサビカミキリ此）がCcJα血乃α（hbt乱戚lib）

白浜；（1ex．，21．Ⅶ，永田）

85．タテスジドゥポソカミキリ鋤fbr2WCLSanaChccholatoidesBreuningetOhbayashi

白浜；（1♀，19．Ⅶ，溝口）

白浜林道；（1♂，20．Ⅶ，溝口）

86．ヨコスジサピカミキリ肋扉めね励加ねkhwarZer

中野；（lex．，1g．Ⅶ，溝口）

船浦；（lex．，21．Ⅶ，池）

87．キマダラヒメヒゲナガカミキリMonocha2WZLS詔αruOkaiHayashi

於茂登岳；（lex．，23．Ⅶ，溝口）

88．コゲチャフタモンヒゲナガカミキリ強）ntXhamLSaSidics（Hayashi）

於茂登岳；（1♂，23．Ⅶ，永田）（2♂♂1♀，23．Ⅶ，溝口）

89．キポシカミキリ書鋤九fJαrね（知胱）

石垣・竹富・西表島亜種ssp．ishiBtlkiaTu10hbayadlietN．Ohbaya血i

米原；（1♂，23．Ⅶ，永田）

与那国島亜種ssp．yt瑚卯ianaOhbaya血ietN．Ohbayashi

宇艮部岳；（1ex．，29．Ⅶ，米沢）

90．ヤエヤマフトカミキリPbblePfu2euSyaPyaZWaiyami（Breuning）

於茂登岳；（2exs．，23．Ⅶ，溝口）

白浜；（lex．，19．Ⅶ，溝口）（lex．，20．Ⅶ，溝口）

ハンナ岳；（lex．，22．Ⅶ，溝口）

91．イシガキフトカミキリJセ〟e蜘i励乃び（Yok町am）

ハンナ岳；（1ex．，22．Ⅶ，溝口）

92．イシガキクワカミキリAqionayayeya2naiBreuning

上原；（lex‥18．Ⅶ，小野）
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93．イツホシシロカミキリOle7cca7WPtzLSbilobusni♪如nenstsDillonetDillon

白浜；（目撃1ex．，21．Ⅷ，永田）

中野；（lex．，15．Ⅶ，永田）

2頭とも灯火に飛来した。ピークを過ぎていたためか，ガジュマルを後食する姿な

どは見られなかった。

94．シモブリナガヒゲカミキリXenoleaasiatica（Pic）

上原；（2exs．，1g．Ⅶ，小野）

船浦；（2exs．，19．Ⅶ，溝口）

95．オビレカミキリEuseboidesnuztsudainudsudaiGreESitt

カンビラの滝；（lex．，16．Ⅶ，溝口）

ⅩⅩlIIハムシ科Chrysonelidaeauct．

96．オキナワイチモンジハムシ肋伽伽7uCOerded（出血飴ldt）

カンビラの滝；（lex．，20．Ⅶ，永田）

97．アマミキバラヒメハムシEガOSO耽Za2mie7ZSe（NakaneetKimoto）

カンビラの滝；（lex．，20．Ⅶ，永田）

ⅩⅩⅣミツギリゾウムシ科Brentidae

g8．ヤエヤマミツギリゾウムシβαアブrl那加ばつ旭e劃調陀乃SfsMorimob

於茂登岳；（1♂，23．Ⅶ，永田）（1♂1♀，23．Ⅶ，溝口）

Ⅹ】【Vゾウムシ科Curculionidae

99．クロスジクチプトゾウムシMacrocwynZLSbsittaciTZW（Redtenbacher）

軍艦岩；（2exs‥20．Ⅶ，永田）

100．オキナワクワゾウムシ屋が潤古刀OriK飯10

船浦；（lex．，19．Ⅶ，溝口）

101．コフキゾウムシ居以g甑〟以S（丑癒加地瓜．馳肥10飴

白浜；（lex．，1g．Ⅶ，溝口）

102．クロカタゾウムシPbch”わ血infernaLisFairmaire

カンビラ；（1exり20．Ⅶ，永田）（2exs．，21．Ⅶ，永田）

白浜林道；（lex．，20．Ⅶ，溝口）

中野；（lex．，1g．Ⅶ，永田）（2exs．，19．Ⅶ，小野）

ハンナ岳；（2exs‥22．Ⅶ，溝口）（2exs‥25．Ⅶ，小野）

マヤグスクの掩；（1ex‥16．Ⅶ，溝口）

マリウドの掩；（lex．，17．Ⅶ，永田）

各種の生木や枯木で見られた。樹液にも来た。

103．マダラカレキゾウムシ伽ぷ微祝コ〟dα由Roelofs

カンビラ；（1ex．，20．Ⅶ，永田）

104．ヒラヤマメナガゾウムシ血／αざわわⅥ脚枇r振れ0

軍艦岩；（1ex．，20．Ⅶ，永田）

中野；（1ex‥1g．Ⅶ，永田）

体表面に散布されているピンク色の粉が印象的な虫である。この粉は本種が動くに

つれて離脱していき，最後には黒っほい虫になる。採集時にはピンク色のゾウムシが

採れたと大喜びしたのだが…・・・
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科の分類と配列は原色日本甲虫図鑑I（保育社）に，学名と和名は同II～Ⅳ（同）に従った。

ただし，クワガタムシ科とカミキリムシ科は，それぞれ検索入門クワガタムシ（同），日本産

カミキリ大図鑑（講談社）に従った。

〔永田〕

参考文献

日本鞘趨目学会（1984）日本産カミキリ大図鑑．講談社．

森本　梗・他（1984～1986）原色日本甲虫図鑑（I）～（Ⅳ）．保育社．

東　清二・他（1987）沖縄昆虫野外観察図鑑第2巻．沖縄出板．

岡島秀治・若林守男（1988）検索入門クワガタムシ．保育社．

（おの　まきゆき・ながた　たけし）
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1990年鹿児島県下の迷蝶の記録

金井賢一・永田武志・桐野敦子・米沢俊彦

1990年夏からの迷蝶採集について報告する。今回は採ることに夢中になってしまったことが

多々あり，辺りの食草を調べ損ったなど不備な点が多かった。次回からは天候図や食草などに

もっと注意を払っていきたい。

なお，採集音名中の永田ムツミは部員永田武志の母である。

1．アマミウラナミシジミ

9月9日（1♂金井，1ex．桐野目撃）魚見岳

山頂で未同定の葉を占有していた個体を採集。

2．アオタテハモドキ

8月27日（1♂金井）鹿児島市皆与志

集落内の空き地で燃え残りの炭を中心に占有しアオスジアゲハに対して追尾していた。

亡！71コフt目口°

3．メスアカムラサキ

8月27日（1♂永田武志）三重岳

山頂で木の梢を占有していた。後麹に傷有り。

8月31日（1♀永田武志，1♂金井目撃）千貰平

風の強い日であった。

9月9日（1♂1♀網野目撃）魚見岳

9月12日（1♂永田ムツミ）下甑島鹿島

10月8日（2♂♂米沢他目撃）魚見岳

台風通過後の暖かい晴れた日であった。

4．リュウキュウムラサキ

6月15日（1♀永田ムツミ）下甑島鹿島

8月27日（1♂金井）三重岳

山頂で山肌沿いに吹き上げられたものを採集。売品。

8月31日（lex．永田武志他目撃）魚見岳

かなりポロであった．

9月20日（1♂永田ムツミ）下甑島鹿島

9月28日（1♀永田武志）下甑島鹿島

空き地で旋回と着地とを繰り返していた。末同定の植物に腰端を押し当てていたが，卵は

見つからなかった。降り出した雨を避けて庭木の葉裏に止まったところを採集。

10月9日（lex．桐野目撃）

5．ウスイロコノマチョウ

9月19日（lex．米沢）鹿児島市内

台風の通過後であった。

10月30日（lex．米沢）鹿大構内
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参考までに，採集にいったが採れなかった日も付記しておく。

9月30日魚見岳

29日に台風が通過したのでいってみた。しかし山頂にはキアゲハ，ウラナミシジ

ミなどがわずかに見られたのみであり，まるで台風に持っていかれたようだった。

10月8日開門岳南麓

クズを見たがウラナミシジミが飛んでいるだけであった。花穂に末同定の幼虫を

採集したが，死亡。

11月6日三重岳

頂上に蝶は見られなかった。

12月2日三重岳

中腹辺りでツマグロヒョウモン♂を目撃。（永田武志）

（かないけんいち・ながたたけし・きりのあつこ・よねざわとしひこ）
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1981年沖永良部島合宿

※高井泰

もう10年も前の合宿のことを書かなければならない。手許の記録らしきものをあさってみ

たが何もない。まともな資料もなく，私の記憶のみに頼って書いたものなので，間違い等も相

当あるのではないかと思うが，ど容赦願いたい。ともかく10年前に戻ったつもりで，思いつ

くままに書かせてもらおう。

沖永良部島というのは，着いてみるとぺチャンコな島でとても前年の徳之島のような迫力は

なく，正直なところがっかりした。古い「月刊むし」の琉球特集など見ると不思議な島だとい

うので行く前は少し期待していたのだが，いざ眼の前で島を見ると，とても虫がいるようには

見えないのである。平らだというだけではなく，サトウキビだらけで森林がない。こんな島で

1週間もいるのかと思うと，船が着く前に気が萎えてしまった。

たしかに採集を始めてみると，徳之島のように量的に多くの虫がみられるわけではないが，

ノコギリクワガタやアオドゥガネ，ムシスジコガネなど徳之島のものとは少し違っていて，な

・かなか面白かった。特に成果があがったのは，公民館の裏にたくさんの蛍光灯やブルーライト

をぶらさげて行った夜間採集で，はじめはこちらをがっかりさせた広い水田から次々と水生昆

虫ぜ飛来したのである・目録にみるように，ゲンゴロウ科など多くの種が採集できた。場所は

違うが，ツインメルマンセスジゲンゴロウは，最近でこそ生物学科OBの松井英司氏があちら

こちらで採集されているが，当時まだ五島列島の福江島とトカラ中之島から各1例が知られて

いるだけの大珍種であった。
公民館には来てもらいたいわけではないのに，毎晩無数のアオドゥガネがやってきた。これ

が扇風機に飛び込んでは，ちぎれて飛んでくるので，これを避けて寝るのが大変だった。しか

し1頭だけワインレッドの美しい色をしたものがあって，見つけたときは感動した。標本は後

で中根先生にさしあげて手許にないが，印象に残るものである。

そのはか思い出深いのは，手前味噌だがエラブナガタマムシで，中根先生にノ短γ〟比S由勉前

と命名していただいた（Nakane，1983）。この類では結構大型で特徴のある種なので，末記載

種というのは意外だった。ミナミエグリゴミムシダマシも以前から採集はされていたらしいが，

当時は未記載だったようである。本土では見たこともない大きな〝Jo耽Zだったので．やはり南

は達うなと感心したものだ。

また小型だがなかなか面白かったのは，ツヤチビヒョウタンヒゲナガゾウムシで，ハムシか

何かだろうと思い込んでいたが，偶然の機会に中根先生に見ていただき，ヒゲナガゾウムシだ

よと教えていただいた。この島からは後に半球形のヒゲナガゾウムシが記載されたが，これは

採集できなかった。ゾウムシではイズマルクチカクシゾウムシやケシクチカクシゾウムシは採

集当時末記載だったものである。前の種は徳之島でも採集できたが，後の種は初めて採集でき

たもので，ススキの根ぎわなどから採集したが，かわいらしい種である。

ハチでもアカオビチビドロバチは馬場金太郎博士採集の沖縄本島産の2頭と共に新種として

記載される材料になった（YamaneandGusenleitner，1982：採集年は1980となっているが誤

り）。またオオフタオビドロバチも亜種a7mが記載きれる材料になっている（Yamaneand

Tan0，1983）。特に前の種はあまり多いものではないようだ。田皆岬の小道では，チビアシナ

※本会OB，現在岐阜県立中濃高等学校教諭
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ガバチの巣も見ることができた。

このほか無数のクマゼミに驚いたりしたことも，今は何もかもが懐かしい。そういえばこの

合宿の時，大山で水主君がコノハチョウを見たのだが，当時は誰もこの島にコノバチョウがい

るとは思ってもいず，皆から塁間から何を寝ぼけとったかと散々馬鹿にされていたが，その後

この島で大発生して，今では誰も何とも思わない。もう10年も経ったのだなと改めて思って

しまう。
ともかくも1週間は瞬く間に過ぎた。私は海水浴する機会もなく，風呂もなかったが，毎日

汗まみれになっていた。女性陣も大変だっただろうなと思う。もっとも私は普段から1週間に

1回程度しか風呂に入っていなかったので，それほど何とも思わなかったが（学生時代のこと

である）。そのはかにもたくさんの思い出が残っている。S君が口説いていた小学生は，もう

20歳を過ぎた頃だろうか。2回も同じ店で財布を忘れて，アイスクリームをただでもらって

来たのは私だが，領収書などというものを見たこともないお米屋さんに一生懸命説明して，紙

に書いてもらって来たのは大原君だった。毎日公民館へ大挙して遊びに来た小学生のことや島

の人の親切は，今でも忘れられない。帰路の船は我々の行いが悪かったのであろうか，台風の

ために予定の津に着かず，慌ててタクシーでそちらへ移執したうえ，そこで夕方まで持たされ

るというはめにあった。それでもまた行ってみたい島である。

合宿期間1981年7月12日出発13日現地着～19日現地発20日帰着

合宿場所知名町新城公民館

文献（甲虫関係のものについては，目録の最後に掲げた）

Yamne，S．andJ．Gusenleitner．1982．DieStenckiymrzLS－ArtenJapans（Hymenoptera：Eume－

nidae）．鋤．Pbc．Sti．KagoshiZmUniv．（EarthSti．＆Biol．），（15）：113－127．

Yzwane，S．andT．Tano．1983．StudiesonthegenusAnterhynchiwanditsrelatedgenera

OftheRyukyuIslands，Japan（HyⅢenOPtera，Eu血enidae）．仇甥．Kagoshi2mUniu．Rb．Ce一

触S．地．，4（1）：119－132．

鞘　週　目　COLEOPTERA

Iハンミョウ科Cicindelidae

l．コハンミョウCidndda融arisChaudoir

大山；（10exs．，13．Ⅶ，大原）（1ex．，15．Ⅶ，大原）（2exs．，16．Ⅶ，大原）

新城；（2exs．，14．Ⅶ，大原）

越山；（6exs‥17．Ⅶ，高井）

新城～田皆岬；（2exs．，14．Ⅶ，高井）

新城へ′大山～徳時；（2exs．，18．Ⅶ，高井）

Hオサムシ科Carabidae

2．エゾカタビロオサムシ物J伽Cわ加悦（Kirb）

大山；（lex．，13．Ⅶ，高井）（lex‥13．Ⅶ，大原）

新城；（2exs．，15．Ⅶ，高井）－32－



llIゴミムシ科Harpalidae

3．オオアオモリヒラタゴミムシCo如如UC短刀α加Ho【℃

越山；（lex‥17．Ⅶ，高井）

新城～大山；（2exs‥16．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（1ex．，16．Ⅶ，高井）

4．イハゴモクムシ〟α痢Jtβ′加fHabu

和泊；（lex．，13．Ⅶ，高井）

5．カラカネゴモクムシPlatymeb如flazJilabris（Fabricius）

新城～田皆岬；（1ex‥13．Ⅶ，高井）

6．キイロチビゴモクムシ血如如鱈f乃0γ乃庇はSぬtes

新城；（lex‥13．Ⅶ，高井）

7．イツホシマメゴモクムシSteno10PhzLSquinquePzLStZdatw（Wiedemann）

新城；（lex‥13．Ⅶ，高井）

大山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

新城～田皆岬；（lex．，14．Ⅶ，高井）

8．キペリゴモクムシ加0♪わ抑九gCJ旭卿乃ざ（Hq陣）

新城；（lex．，13．Ⅶ，高井）

9．クロケプカゴミムシ1セれガ狂肌乃fgγ加はSぬtes

大山；（lex．，17．Ⅶ，大原）

10．コキベリアオゴミムシC／がα乃iぴdrC威虎びBrull色

大山；（1ex．，15．Ⅶ，大原）

11．オオアトポシアオゴミムシGVaeniw2Wicα乃S（Fabricius）

新城；（lex．，13．Ⅶ，高井）

12．アトポシアオゴミムシC鮎腑めげ7沈痛卯rMorawitz

大山；（1ex．，16．Ⅶ，大原）（lex‥17．Ⅶ，高井）

13．アトモンアオゴミムシChLaeniwbitnLlat，WChudoir

大山；（lex．，13．Ⅶ，大原）（1ex．，16．Ⅶ，大原）

14．キガシラアオアトキリゴミムシ肋JJe血2ム密通2Rdte止勒d把r

大山；（6exs．，13．Ⅶ，大原）（lex‥16．Ⅶ，大原）（1ex．，18．Ⅶ，大原）

新城；（1ex‥17．Ⅶ，大原）

15．クロへリアトキリゴミムシPbnnanigrolineataniPtvTWZSisHabu

－；（1ex．，19．Ⅴ，溝口）

新城～田皆岬；（1ex‥14．Ⅶ，高井）

16．アオヘリアトキリゴミムシJ物柁甑【J虎∝血dα‘（ぬtes）

新城；（lex．，15．Ⅶ，高井）

Ⅳクビポソゴミムシ科Brachinidae

l7．オオミイテラゴミムシ肋如鋤痢鵬．永別m肪（【わーjean）

上城；（lex．，17．Ⅶ，高井）

Vコップゲンゴロウ科Noteridae

l8．コップゲンゴロウ〃d沼れβカ如瘡cug蝕arp

新城；（2exs．，13．Ⅶ，高井）

Ⅵゲンゴロウ科Dytiscidae
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19．ケシゲンゴロウ〟タカわ雇γはSわ如痴Cび泣larP

新城；（4exs．，13．Ⅶ，高井）

20．ヒメケシゲンゴロウ〟畑油r払Sdgの．〟e戒rgSbrp

新城；（2exs．，13．Ⅶ，高井）

大山；（1ex．，13．Ⅶ，大原）（lex．，17．Ⅶ，大原）

21．コケシゲンゴロウ〟3ゆわ雇rαS♪UJc／妃JJはSClark

大山；（lex．，13．Ⅶ，大原）

22．タマケシゲンゴロウHerobhydrzLSrufzLS（Clark）

新城；（3exs．，13．Ⅶ，高井）

大山；（3exs．，13．Ⅶ，大原）

23．アヤナミツプゲンゴロウI〟CCObhilwsharPiRegimbart

新城；（1exり13．Ⅶ，高井）

大山；（4exs．，18．Ⅶ，大原）

24．ツインメルマンセスジゲンゴロウCbfclatzLSZi7mr2mmiGschwendtner

上城；（1ex．，13．Ⅶ，高井）

近年，五島列島福江島およびトカラ中之島から記録された種で，上記が日本3例日と

なる。

25．ウスイロシマゲンゴロウ耳雌icⅡSr如血触ぷlarP

大山；（lex．，15．Ⅶ，大原）

26．コガタノゲンゴロウCybistertriPunctatzLSOrie7ddisGschwerKltner

大山；（lex‥18．Ⅶ，大原）

27．ヒメフチトリゲンゴロウC如ね奴rl憎め通わ．蝕arP

大山；（lex．，18．Ⅶ，大原）

Ⅶミズスマシ科Gyrinidae

28．オオミズスマシα撒犯とぴ0γね7血JfS（M血r）

大山；（lex．，18．Ⅶ，高井）

29．オキナワオオミズスマシDineutesmellyiI随gimbart

大山；（lex．，13．Ⅶ，大原）

ⅦIガムシ科Hydrophilidae

30．コセスジハハビロガムシLhlCtylosternzmabnor2mFnale（Fabricius）

新城；（1ex．，14．Ⅶ，大原）

新城～田皆岬；（lex‥14．Ⅶ，高井）

31．コウセンマルケシガムシfb咄OnZLSreVerSWSharp

新城；（1ex．，13．Ⅶ，高井）

32．キバネケシガムシCerc）り乃細〟iぴ（Linne）

新城；（1ex．，13．Ⅶ，高井）

33．ウスモンケシガムシCerc脚nlaminatwSharp

新城；（lex．，13．Ⅶ，高井）

大山；（1ex‥13．Ⅶ，大原）

34．コクロヒラタガムシ〃eJα血椚慧l痴和州成瀬（蝕a叩）

新城～田皆岬；（lex．，14．Ⅶ，高井）

35．ガムシHガγOPhilwacuwinatzLSMotSChulsky
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新城；（2exs．，13．Ⅶ，大原）

36．コガタガムシHydroPhilwbilineatZLSCaShiwirensisRedtenbacher

新城；（1ex．，15．Ⅶ，高井）

37．ヒメガムシSter7紗loPhusrufi如（Fabricius）

新城；（1ex．，13．Ⅶ，高井）

38．ミナミヒメガムシSteγnO10♪husinconsPicu2LS（Nietner）

新城；（1ex．，13．Ⅶ，高井）

大山；（1ex．，13．Ⅶ，大原）（lex．，15．Ⅶ，大原）

39．シナトゲバゴマフガムシおrcLSuSfairmaireiZaitzev

新城；（2exs．，13．Ⅶ，高井）

大山；（3exs‥13．Ⅶ，大原）

Ⅸエンマムシ科Histeridae

40．コエンマムシ肋rg〃rf乃戊鵬乃flわ乃fcαS（kwis）

－；（1ex．，19．Ⅴ，冨山）

Ⅹハネカクシ科Staphylinidae

41．クロバネアリガタハネカクシ似た力γ鵬蝕由紀gharp

新城；（1ex．，17．Ⅶ，高井）

42．アオバアリガタハネカクシ几枇おrぴfuSCf如（Curtis）

新城；（3exs．，13．Ⅶ，高井）

大山；（lex‥13．Ⅶ，高井）

43．キアシシリグロバネカクシA威g乃鵬J虚けγ0乃ざ（且la叩）

大山；（lex‥15．Ⅶ，大原）

44．キバネクビポソバネカクシRugilwceylanensis（Kraatz）

大山；（3exs‥13．Ⅶ，大原）

新城；（lex‥13．Ⅶ，高井）

45．ツマグロナガバネカクシLathrobizmunico10r（Kraatz）

新城；（lex‥13．Ⅶ，高井）

46．カクコガシラハネカクシ助fJo感触Sれ感加齢血gSharp

新城；（3exs．，13．Ⅶ，高井）

47．オオハネカクシC柁PメめfJび加∬〝JoぷⅡSLinne

新城；（lex‥13．Ⅶ，高井）

48．アカセマルマルクピバネカクシPbracileainsulicolaWatanaと紀etShibata

新城；（1ex．，14．Ⅶ，大原）

ⅩIアリヅカムシ科Pselaphidae

49．TribeT孤eSiphorinigen．etsp．indet．

新城；（1ex．，13．Ⅶ，高井）

田辺力氏の同定による。

′ⅩITクワガタムシ科Lucanidae

50．リュウキュウノコギリクワガタProso如ilzLSdissimilisokinccrabzLanuSIchikawaetFujita

大山；（1ex．，13．Ⅶ，大原）（lex．，15．Ⅶ，溝口）（1ex．，15．Ⅶ，大原）

（1ex．，17．Ⅶ，高井）（lex．，18．Ⅶ，大原）

51．ヒラタクワガタSbrrognathzLSf，latymeLw（Saunders）
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大山；（5exs．，13．Ⅶ，大原）（1ex．，17．Ⅶ，高井）（lex．，17．Ⅶ，大原）

XIIlコガネムシ科Scarabaeidae

52．ウスチャマグソコガネAPhcditLSnlrgiTlelltLS（Fabricius）

新城；（2exs‥13．Ⅶ，高井）（lex．，19．Ⅶ，大原）

牛糞および燈火にて採集された。

53．ウスイロマグソコガネ4伽比S温め山海加療払S（Motschul感Ⅳ）

新城；（14exs‥16．Ⅶ，大原）

徳時；（21exs．，17．Ⅶ，大原）（28exs．，18．Ⅶ，大原）

牛糞から採集された。

54．セスジカクマグソコガネRhyfwrwazzL2miNakane

新城；（1ex．，13．Ⅶ，高井）（1ex．，14．Ⅶ，高井）

大山；（1ex‥19．Ⅶ，大原）

燈火採集で得られた。

55．コセスジカクマグソコガネ肋γぴα摺α研由剋SNabne

新城；（3exs‥13．Ⅶ，高井）

56．オキナワシロスジコガネ鞄J薙わツJαSC飯沼花たれたfBren謹e

大山；（2exs．，13．Ⅶ，大原）（lex．，17．Ⅶ，高井）

新城；（lex‥13．Ⅶ，高井）（1ex‥14．Ⅶ，高井）

57．ムナクポビロウドコガネ〟dJαおγαi細肋れ2∬Nomura

新城～田皆岬；（1ex．，14．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（2exs．，16．Ⅶ，高井）

越山；（1ex．，17．Ⅶ言高井）

58．オキナワマメコガネノわ痺〃ね：地元彿Arrow

大山；（3exs．，19．Ⅴ，溝口）

59．アオドゥガネ4乃0微2JdαJわ♪〟0ぷα脚成存ofhwada

新城；（30exs．，13．Ⅶ，高井）（lex．，14．Ⅶ，高井）（4exs‥15．Ⅶ，高井）

（3exs．，17．Ⅷ，高井）

大山；（lexり18．Ⅶ，大原）

越山；（3exs‥17．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（lex．，16．Ⅶ，高井）

60．オオシマドゥガネA乃0伽JαCカJααkr帯αArrow

越山；（2exs．，17．Ⅶ，高井）

大山；（1ex‥18．Ⅶ，大原）

61．ムシスジコガネ月面αと嘘融通α（地物批mzNomura

新城；（lexり13．Ⅶ，高井）

大山；（1ex．，17．Ⅶ，大原）

62．サンカクスジコガネAnomalatria72gularistriangularisSchonfeldt

大山；（lex．，19．Ⅴ，溝口）

63．アオヒメハナムグリ物fαJo経由〟βUanson）

新城；（1ex‥15．Ⅶ，高井）（2exs．，15．Ⅶ，大原）

越山；（1ex．，17．Ⅶ，高井）

64．リュウキユウツヤハナムグリPr血ね財児rf（Jan幻rl）ssp．
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新城；（lex．，13．Ⅶ，大原）（1ex．，15．Ⅶ，大原）（2exs．，15．Ⅶ，高井）

（lex．，17．Ⅶ，高井）

田皆岬；（17exs．，14．Ⅶ，高井）

越山；（5exs．，17．Ⅶ，高井）

大山；（5exs．，13．Ⅶ，大原）（5exs．，14．Ⅶ，大原）（12exs．，15．Ⅶ，大原）

（1ex．，17．Ⅶ，大原）（lex．，18．Ⅶ，大原）

新城～大山；（lex．，18．Ⅶ，高井）

65．イシガキシロテンハナムグリProtaetiaishigakia（Fairmaire）

新城～田皆岬；（1ex．，14．Ⅶ，高井）

和泊；（5exs．，19．Ⅶ，大原）

ⅩⅣナガドロムシ科Heteroceridae

66．タテスジナガドロムシガ成田咤X℃γ払SJ物取廠Ⅶ短S「肋山鹿rg

大山；（1ex．，13．Ⅶ，大原）

新城；（1ex．，17．Ⅶ，高井）

ⅩⅤヒメドロムシ科Elmidae

67．アカハラアシナガミゾドロムシぷ由7感加治。賊鎚耽由而’M．飴伍

新城；（lex‥13．Ⅶ，高井）

ⅩⅥタマムシ科Buprestidae

O8．オオシマルリタマムシChrysochroaalternaTZSWaterhouse

新城；（2exs．，13．Ⅶ，大原）（5exs．，15．Ⅶ，高井）（lex．，15．Ⅶ，大原）

（2exs．，16．Ⅶ，大原）

69．アヤムネスジタマムシ助rystAe7mLewisiiSaunders

越山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

70．アオウバタマムシCfullco伽rajafDnictT0Shi摺α7氾Nonfried

新城；（lex．，13．Ⅶ，大原）（lex．，17．Ⅶ，大原）

越山；（1ex．，17．Ⅶ，高井）

大山；（4exs．，18．Ⅶ，大原）

新城～大山；（2exs．，16．Ⅶ，高井）

71．クロタマムシ抽is舶用Orr／泊れbJねLinne即．

越山；（1ex．，17．Ⅶ，高井）

大山；（1ex．，17．Ⅶ，大原）（2exs．，18．Ⅶ，大原）

72．ミドリナカボソタマムシCbraebzLShastanzLS（hstelnauetGory

新城；（1ex‥14．Ⅶ，高井）（畠exs．，15．Ⅶ，高井）（1ex．，15．Ⅶ，大原）

大山；（4exs．，15．Ⅶ，大原）（gexs．，15．蘭，大原）

新城～田皆岬；（lex‥14．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（2exs‥16．Ⅶ，高井）

新城～大山～徳時；（4exs．，18．Ⅶ，高井）

73．エラブナガタマムシ月grfJびわ短ffNdくane

新城；（1ex．，13．Ⅶ，高井）

新城～越山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

今回の合宿での採集品に基ずき記載された（Nakane，1985）。74．オキナワヒラタチビタマムシHdbrolo徽ZliukizLenSisObenbrger
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大山～知名；（6exs．，16．Ⅶ，高井）

ⅩⅦコメッキムシ科Elateridae

75．シロオビチビサピキコリβγαカツJ功刀乃彿cr∝e物JぴMotsdlul或y

新城～大山～知名；（3exs．，16．Ⅶ，高井）

76．マタラチビコメ・ツキ血OJαお用ααg撒血Cand由紀

大山；（1ex‥13．Ⅶ，大原）

77．スジマダラチビコメッキAeolαねr帯abrach2m乃αCandeze

大山；（5exs．，13．Ⅶ，大原）（1ex‥18．Ⅶ，大原）

新城；（10exs．，13．Ⅶ，高井）

新城～越山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（lex‥16．Ⅶ，高井）

ⅩⅧホタル科LBmPyridae

78．オキナウスジポタルCurtcLSOki乃αぴα乃aMatstmura

新城；（2exs．，13．Ⅶ，高井）（1ex．，14．Ⅶ，高井）（lex．，17．Ⅶ，．高井）

ⅩⅨケシキスイ科Nitidulidae

79．カタベニデオキスイUroPhorzLShznneralis（Fabricius）

新城～越山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（lex．，16．Ⅶ，高井）

新城～大山～徳時；（1ex．，18．Ⅶ，高井）

80．ウスチャデオキスイC町的助血Sf撒犯癒．恥bson

新城；（1ex．，13．Ⅶ，高井）

81．デメヒラタケシキスイHa如ncurinaZnCischuZskii（Reitter）

新城；（lex．，14．Ⅶ，大原）

82．ドウイロムクゲケシキスイAethinaαeneik7misReitter

大山；（1ex．，17．Ⅶ，大原）

ⅩⅩネスイムシ科Rhizophagidae

83．トビイロデオネスイMo撒加Pici如Herbst

新城；（1ex．，13．Ⅶ，高井）

ⅩⅩIホソヒラタムシ科Silvanidae

84．モンセマルホソヒラタムシC伽rPhadbsdarsinsi（Guerin）

新城；（lex．，15．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（lexり16．Ⅶ，高井）

ⅩⅩHコメッキモドキ科Languriidae

85．ケシコメッキモドキMicrolanguγiajansoniCrotch

新城へ一越山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

新城′一徳時；（2exs．，18．Ⅶ，高井）

ⅩⅩMヒメハナムシ科Phalacridae

86．キイロアシナガヒメハナムシHderoLitwthoruiczLSFleutiaux

新城～田皆岬；（lex．，14．Ⅶ，高井）

ⅩⅩⅣテントウムシ科Coccinellidae

87．ハレヤヒメテントウ粕拗ね喝仰甑ト九閉め（Weise）

－；（lex．，1g．Ⅴ，冨山）
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88．リュウグウヒメテントウNebhwryuguus（H．Kamiya）

新城～越山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

89．タイワンヒメテントウ伽SαねJfg（WeiE妃）

新城～大山～知名；（lex．，16．Ⅶ，高井）

90．カバイロヒメテントウSc脚乃比Sl比Sα正弘S殴）hemm

新城；（2exs．，13．Ⅶ，高井）

新城～田皆岬；（1ex．，14．Ⅶ，高井）

91．フタモンクロテントウCγ蜘go7mSO所cUJぴ（Gyllα血al）

新城～大山～徳時；（lex．，18．Ⅶ，高井）

92．アマミアカホシテントウChil0ma2na7肥nSisH．Kamiya

新城；（lex．，15．Ⅶ，高井）

93．ナナホシテントウ（加加eJJα鋤血bLinne

新城；（lex．，14．Ⅶ大原）（lex．，15．Ⅶ，大原）

94．ヒメカメノコテントウProカメeα．カ如）乃たα（mun臨曙）

新城；（1ex．，15．Ⅶ，大原）

新城～田皆岬；（3exs．，13．Ⅶ，高井）

95．ヤホシテントウHar7符0乃iaoctonulCulata（Fabricius）

新城；（1ex．，13．Ⅶ，高井）

新城～知名；（1ex．，17．Ⅶ，高井）

96．チャイロテントウ〟加がSdfscoわr（紬ricius）

新城；（lex．，13．Ⅶ，高井）

大山；（lex．，17．Ⅶ，大原）

97．ダンダラテントウ肋融ilwsex2naCuLatw（Fabricius）

新城；（1ex．，14．Ⅶ，大原）（lex．，15．Ⅶ，大原）

新城～田皆岬；（6exs‥14．Ⅶ，高井）

大山；（2exs．，15．Ⅶ，大原）

新城～知名；（lex‥17．Ⅶ，高井）

新城～大山へノ徳時；（3exs．，18．Ⅶ，高井）

98．オオフタホシテントウ加わ的粕純血．（伽artz）

新城；（1ex．，15．Ⅶ，高井）

新城～田皆岬；（2exs．，14．Ⅶ，高井）

gg．キイロテントウ（奄美亜種）IlleiskαbeLeia3mmianaMiyatake

新城；（lex．，15．Ⅶ，高井）

100．ニジュウヤホシテントウBbnosebuachnatJigintね虎0如nctata（Fabricius）

新城；（lex‥13．Ⅶ，高井）

新城～知名；（lex．，17．Ⅶ，高井）

Ⅹ】【Vゴミムシダマシ科Tenebrionidae

lOl．オオクビカクシゴミムシグマシLhtrtzeosiscwinatzLSGebien

新城；（lex．，15．Ⅶ，高井）

大山；（lex．，15．Ⅶ，大原）

新城～越山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（6exs．，16．Ⅶ，高井）
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102．ヒメオピキノコゴミムシダマシPJ虎ッde乃α乃fgr0〆dび研Nakane

越山；（1ex‥17．Ⅶ，高井）

103．へリアカゴミムシダマシ助fαJ虎飾頼通．恥随man

新城；（lex．，13．Ⅶ，高井）

新城～越山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

沖之永良部島からは新記録と思われる。

104．のo帯α環）．

大山；（lex．，18．Ⅶ，高井）

105．オオツヤホソゴミムシダマシ肋間的仇びく肌ね感触．陥rseul

大山；（lex．，15．Ⅶ，大原）

106．カラカネチビキマワリモドキ0わrわ加わ如J如わテお（旭kane）

新城；（lex．，14．Ⅶ，野添）

大山；（lex．，18．Ⅶ，大原）

新城～越山；（1ex．，17．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（6exs‥16．Ⅶ，高井）

107．ニジコマルキマワリEli血iridicollisNakane

新城～大山～知名；（4exs．，16．Ⅶ，南井）

大山；（2exs‥18．Ⅶ，大原）

108．ドウイロナガキマワリStroTZgyliwua2mie7ZSisNomura

越山；（7exs．，17．Ⅶ，高井）

新城～大山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

109．セスジナガキマワリ迂γ0乃g〆弘曙CU地J應皿地艇lin

大山；（2exs．，17．Ⅶ，高井）

ⅩⅩⅥハムシダマシ科bgrii血e

llO．血山肌が和．鎚）．

－；（lex．，19．V，溝口）

頭部は暗色だが前方と下面は赤褐色，前胸背板と上麹，体下面は黄褐色，前腿節は

棍棒状で，後腿節は単純。前胸の綾取りは前端部および後端部のみ明らか。上麹は乱

れた点亥例と微細印刻をもつが，しわ状とならない。色彩はシワハムシダマシA．γfgf如一

乃乃fS（【£Wis）に似るが，全体的な体型はむしろムネアカシワハムシグマシA．血用－

f如（恥rchmann）に近いのではないかと思う。
ⅩⅩⅦクチキムシ科Alleculidae

lll．〟J幻〟α謀）．

－；（lex．，19．Ⅴ，溝口）

ⅩⅩⅧミジンムシ科Corylophidae

112．ムクゲダエンミジンムシ助γねαおγぴJdおγαJねGyllαhal

新城～田皆岬；（lex．，14．Ⅶ，高井）

ⅩⅩⅨコキノコムシ科叫ycetophagidae

l13．ウスモンヒメコキノコムシLitarguslewisiReitter

新城～越山；（lex‥17．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（lex‥16．Ⅶ，高井）

Ⅹ】（Ⅹハナノミ科Mordellidae
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114．〟0れおJJf血乃Odα鎚）．

新城～大山～徳時；（1ex．，18．Ⅶ，高井）

115．シズオカヒメハナノミG勅独血糊戒25海蝕0如乃α（K6no）

大山；（2exs．，18．Ⅶ，大原）

ⅩⅩⅩIアリモドキ科Amthicidae

ll6．ホソクビアリモドキJb相加かⅦ帯乃〟30々αれゼ乃ggNomura

新城；（lex‥14．Ⅶ，高井）（2exs．，15．Ⅶ，高井）（3exs．，15．Ⅶ，大原）

大山；（2exs．，16．Ⅶ，大原）（1ex．，18．Ⅶ，大原）

新城～越山；（3exs．，17．Ⅶ，高井）

117．ムネアカアリモドキA7由Je♪ゐfJぴ和げたoJJfs．飴unders

新城；（lex‥15．Ⅶ，高井）（13exs．，15．Ⅶ，大原）

大山；（1ex．，13．Ⅶ，大原）

118．アカボシホソアリモドキA励加J彪0従血虎視SPic

新城～田皆岬；（2exs．，14．Ⅶ，高井）

Ⅹ】【ⅩTrカミキリムシ科Cera皿bycidae

l19．ケプトハナカミキリCbraPhiale〆uroidas（胞tsushita）

新城～田皆岬；（lex．，13．Ⅶ，高井）

120．チャイロヒメカミキリαr戚∽75函館e（加1甜1

－；（3exs．，19．Ⅴ，溝口）

121．ツヤケシヒゲナガコバネカミキリMo10rChck？如niamizoguchii（Hayashi）

新城；（lex‥17．Ⅶ，溝口）

122．フタオピミドリトラカミキリC〃07・0伽払S枕は∬0ざ比S（ぬteS）

大山；（lex．，18．Ⅶ，高井）

123．ヨツスジトラカミキリChlorof，horzLSqui7吋uefasciatus（CastelnauetGory）

新城；（lex‥13．Ⅶ，高井）（3exs‥14．Ⅶ，大原）（lex‥15．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（1ex．，18．Ⅶ，高井）

124．オオシマウスアヤカミキリ仇耽加如20虚血mαBreuning

新城；（lex．，15．Ⅶ，高井）（2exs．，16．Ⅶ，大原）

徳時；（lex．，18．Ⅶ，高井）

125．ナカジロゴマフカミキリ仇慧OSα鳥0乃OfI包囲Shi

新城；（lex．，15．Ⅶ，高井）（2exs．，16．Ⅶ，大原）

大山；（5exs．，17．Ⅶ，大原）（4exs．，18．Ⅶ，大原）

越山；（7exs．，17．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（誌xs．，16．Ⅶ，高井）・・

新城～大山～徳時；（1ex．，18．Ⅶ，高井）

126．トカラシラホシサビカミキリ劫の鋤αと馳輸血’随開成i

大山；（1ex．，18．Ⅶ，大原）

越山～新城；（2exs．，17．Ⅶ，高井）

127．アトモンチビカミキリ劫かuhmJf乃αIhtes

新城；（1ex．，16．Ⅶ，大原）（2exs‥17．Ⅶ，高井）

128．アヤモンチビカミキリp鋤如0m肋血ぬtes

新城；（2exsり15．Ⅶ，高井）
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越山～新城；（4exs‥17．Ⅶ，高井）

129．オキノエラブドウポソカミキリFuhynenobwiBreuningetOhbayashi

新城；（lex‥19．Ⅶ，大原）

新城～大山；（1ex．，16．Ⅶ，高井）

130．アラキドゥボソカミキリWynehaytlShiiokincwabwTakakuwaetKu盟ma

大山；（lex‥17．Ⅶ，高井）

131．サピアヤカミキリAbrynaobsmLraSchwarzer

越山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

132．ワモンサビカミキリ飽rolo♪hiaannulata（Chevrolat）

越山；（lex‥17．Ⅶ，高井）

133．オキナワキポシカミキリ旭ノおa加burosaintermediaBreuning

新城；（1ex．，14．Ⅶ，高井）（lex．，15．Ⅶ，高井）

大山；（4exs．，18．Ⅶ，大原）

新城～越山；（3exs．，17．Ⅶ，高井）

134．マツノマダラカミキリ〟0糀血那dおr乃虎はSHore

新城；（lex．，13．Ⅶ，守山）

公民館前に落ちていた死体。
135．センノカミキリJkaloLe如LuxuriosakuTttyoshiil1ayashi

大山；（lex．，16．Ⅶ，高井）

136．ムツポシシロカミキリOJ脚嘲れば・加九mがThomⅨ）n

新城；（lex．，13．Ⅶ，大原）（3exs．，14．Ⅶ，野添）（5exs．，15．Ⅶ，高井）

新城～越山；（6exs．，17．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（2exs．，16．Ⅶ，高井）

137．オヰノエラブコプヒゲカミキリ地bPinaoki7りerabuanaHaya血i

大山；（lex．，17．Ⅶ，大原）

新城ノー大山～知名；（5exs．，16．Ⅶ，高井）

138．リュウキュウルリボシカミキリGleneac7dorosPilaGahan

大山；（lex．，18．Ⅶ，高井）

139．オキノエラブリンゴカミキリ0施用2む撒血肋細浦0址）aya血i

大山；（lex．，18．Ⅶ，高井）

ⅩⅩⅩlIlハムシ科ChrysoⅡlelidae

l40．ヒメアカクビポソハムシ鹿部‥如瑚面C旭船

大山；（lex．，13．Ⅶ，大原）

141．セスジクビポソハムシ伽J劇∽dr0測度〟γαJS（Pic）

新城へ一田皆岬；（lexり14．Ⅶ，高井）

142．キポシツツハムシCr融励Jび如柁J柳乃ぷ】払ly

新城～大山～知名；（1ex．，16．Ⅶ，高井）

143．ニセウスイロサルハムシ触〟e庫β．崩れ肌用彿（Ch血j6）

新城；（lex．，15．Ⅶ，大原）（lex．，16．Ⅶ，大原）

大山；（lex．，17．Ⅶ，大原）

新城～越山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（lex．，16．Ⅶ，高井）
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144．オキナワイモサルハムシCDJαS細批αぴγ葎昭和㌍（Mot監hul如）

新城；（2exs‥13．Ⅶ，高井）（2exs．，13．Ⅶ，大原）（lex‥14．Ⅶ，大原）

大山；（4exs‥15．Ⅶ，大原）（4exs．，17．Ⅶ，大原）

新城～越山；（3exs．，17．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（2exs．，16．Ⅶ，高井）

145．オキナワトビサルハムシTridzLdrjLSeaOkinawnaokinauhmaNakane

越山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

146．アカガネサルハムシ血70挽乃びガβaSC虎e〝お力7期比由〟ffNakane

徳時；（lex‥18．Ⅶ，宮元）

147．セアカケプカサルハムシ上蜘ルル払S（血COby）

大山；（2exs‥17．Ⅶ，大原）

新城～越山；（1ex．，17．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（3exs．，16．Ⅶ，高井）

148．オオミドリサルハムシ〝薗脇机㈹瓜．細物疏Ⅵr∽感吻融面fKinoto

越山；（2exsり17．Ⅶ，高井）

大山；（1ex．，18．Ⅶ，高井）（2exs．，18．Ⅶ，大原）

149．ツツサルハムシA討γ祝S允）戒脚痴（ぬly）

大山；（lex．，15．Ⅶ，大原）

158．シャシャンポサルハムシ（hJ曲〟〃α（C随j6）

大山；（1ex．，13．Ⅶ，高井）

151．ハマゴウハムシPholaα地i2ngt肋（Fabricius）

－；（2exs．，19．Y，冨山）

152．ウリハムシ血血瑚此れ‥血粉血厄（娘）tSChul血y）

新城；（lex．，13．Ⅶ，高井）（lex．，16．Ⅶ，大原）

大山；（1ex．，13．Ⅶ，大原）（1ex．，15．Ⅶ，大原）（gexs．，17．Ⅶ，大原）

新城～越山；（lex‥17．Ⅶ，高井）

153．フタイロウリハムシAd庇0伽和地わr（Wd紀r）

新城；（lex．，13．Ⅶ，大原）（lex．，16．Ⅶ，大原）

新城～越山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

新城へ・田皆岬；（lex．，14．Ⅶ，高井）

154．オキナワイチモンジハムシ仇）坤加助川【C旗の血の（良血蜘簸ldt）

－；（3exs．，1．9．Ⅴ，溝口）（3exs．，19．Ⅴ，冨山）

155．カミナリハムシ〟と血Cコ旭乃eα（Wd把r）

大山；（14exs．，15．Ⅶ，大原）（lex．，17．Ⅶ∴大原）

新城～越山；（1ex．，17．Ⅶ，高井）

156．〟地坪．

新城；（6exs．，13．Ⅶ，高井）（1ex．，17．Ⅶ，高井）

157．へリグロテントウノミハムシArgoPibtesαKineLifbr2WisCsiki

新城～越山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

158．ヒメカメノコハムシ伽f血紬相加Hope

新城；（lex‥16．Ⅶ，大原）

159．タテスジヒメジンガサハムシCαSg砧bci吻Hed芯t
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新城；（lex．，14．Ⅶ，大原）（1ex．，16．Ⅶ，大原）

大山；（1ex．，17．Ⅶ，大原）

新城～越山；（3exs．，17．Ⅶ，高井）

新城一一大山～徳時；（2exs．，18．Ⅶ，高井）

Ⅹ】【ⅩⅣマメゾウムシ科Bruchidae

160．イクビマメゾウムシ伽7凋0γ触わ如吻也ば．監hil虚y

新城；（1ex．，15．Ⅶ，高井）

新城～越山；（1ex．，17．Ⅶ，高井）

Ⅹ】【ⅩVヒゲナガゾウムシ科Anthribidae

161．ツヤチビヒョウタンヒゲナガゾウムシ〟戊fo∬e乃び乃正好はS地）rimoto

新城～越山；（1ex．，17．Ⅶ，高井）

162．ワタミヒゲナガゾウムシAれ雄にerび九はC通虎び（Ddber）

新城～越山；（2exs．，17．Ⅶ，高井）

Ⅹ】【ⅩⅥゾウムシ科Curculionidae．

163．ハイイロクチプトゾウムシC炒iα和ぎ短妃血伽血澗臆（K蝕0）

新城～田皆岬；（lex‥14．Ⅶ，高井）

164．サカグチクチプトゾウムシ伽血助叩Sぷ魂岬血桁（K伽0）

新城；（lex．，13．Ⅶ，高井）（1ex．，14．Ⅶ，高井）（4exs‥14．Ⅶ，大原）

（2exs．，16．Ⅶ，大原）

165．オキナワクワゾウムシ餅肌Ig胡0riK蝕0

大山；（lex．，17．Ⅶ，大原）

越山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

新城～田皆岬；（lex．，14．Ⅶ，高井）

新城～大山～知名；（lex．，16．Ⅶ，高井）

新城～大山～徳時；（3exs．，18．Ⅶ，高井）

166．ヒメシロコプゾウムシ地わガだ柁びrCaeSicollis（Gyllenhal）

新城～大山～徳時；（2exs‥18．Ⅶ，高井）

167．ホソヒョウタンゾウムシ劫昭がea刀疲αgC蕗加池沼ねK由10

新城；（1ex‥16．Ⅶ，大原）

大山；（lex．，17．Ⅶ，大原）

新城～越山；（7exs．，17．Ⅶ，高井）

新城～田皆岬；（8exs．，14．Ⅶ，高井）

新城～大山～徳時；（2exs．，18．Ⅶ，高井）

168．コフキゾウムシg〟g肋df威触R（把10伝

新城～大山～徳時；（3exs．，18．Ⅶ，高井）

169．コギンスジゾウムシ働ねび・（九／αJfsRoe10fs

新城；（lex‥15．Ⅶ，高井）

170．シロアナアキゾウムシ勧め毎払S榔f（C肋j6）

大山；（10exs．，13．Ⅶ，大原）

新城～大山～徳時；（lex．，18．Ⅶ，高井）

171．ヒラヤマナガメゾウムシ劇α古材れ2脚把fK6no

新城；（1ex．，15．Ⅶ，高井）
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172．トゲオクロクチカクシゾウムシOdosyllissubeostatus（Nakane）

新城～越山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

173．ニセマツノシラホシゾウムシ肋γα旭たor血e乃g（Roelofs）

新城～越山；（2exs．，17．Ⅶ，高井）

174．イズマルクチカクシゾウムシ0℃〟esisamqicollisMorimotoetMiyakawa

大山；（1ex．，17．Ⅶ，高井）

175．MicwyPtorrhynchwniPfonicwMorimotietMiyawaki

新城；（lex．，15．Ⅶ，高井）

新城～越山；（lex．，17．Ⅶ，高井）

176．ドウイロマルハネキクイゾウムシ〟fcr虎相加；耳姉的加地ゞKoni血i

新城～越山；（1ex．，17．Ⅶ，高井）

Ⅹ】【ⅩⅦオサゾウムシ科Rhynchophoridae

177．バナナツヤオサゾウムシαわiforusl0ngicollis（01ivier）

大山；（1ex．，17．Ⅶ，大原）

178．ヨツメオサゾウムシ5蜘耶OCe祐感∬Pa氾肥

大山；（1ex．，17．Ⅶ，大原）

参考文献

朝akane，T．1g83．NeworLittle－KnownColeopterafro］IJapananditsadjacentRegions，

X】【ⅩⅦ．Rep．Fac．Sci．，Kagoshi血aUniv．（EarthSci．＆Biol．），（16）：109－114．

Sat6，M．1985．TheGenus（力如IatzLSOfJapan（Coleoptera：Dytiscidae），Trans．Shikoku

Ent．Socり17（1／2）：57－67．

（たかいやすし）
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永吉川の魚類相

池俊人・西村一郎・松野知之・米沢俊彦

はじめに

鹿児島県の淡水魚類相については，これまで小川（1937）や中村はか（1961），君塚（1976）

などいくつかの報告があるが，河口域に生息する汽水性魚類についての知見はまだまだ少ない。

そこで私達は，まず河口域を含む永吉川の魚類リストを作成し，魚類相を把握するために，19

90年3月から1990年10月まで採集調査を行ってきた。以下にその結果を報告する。

場所と方法

永吉川は鹿児島県日置郡内を流れ，吹上浜から東シナ海に注ぐ，流程約11血の小河川である

（図1）。その河口部は薩摩半島西岸のほば中央部に位置し，黒潮分流である対馬海流の影響

を受ける。

調査方法だが，河口域から上流域までの間に8ヶ所の調査地点（St．1～8）を設け（表

1），1地点につき採集調査を1回以上行った。ただし河口域では出現魚種の季節的変化が予

想されるため，はば毎月採集調査を行うことにした。1回の採集時間は約2時間である。調査

開始以前に行った採集も含めて，合計18回の採集を行うことができた（表2）。採集方法とし

ては，手綱や投網，刺綱，釣り，ビンドゥを適宜使用した。採集した魚類は10％ホルマリン水

溶液で固定し，持ち帰って同定した。

図1・．永吉川と調査地点の略図
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表1．調査地点の河川形態および地名

St．　　河川形態　　　　地　　名

1河口吹上町浜田

2Bc吹上町新川原下

3Bc吹上町梅里下

4Bb－Bc吹上町松下

5Bb－Bc吹上町坊野下

6Bb－Bc吹上町柱野

7ダム湖吹上町山手

8Bc松元町角免

表2．調査日程

採 集 日　　　 S t ． 採集 日　　　 S t ． 採 集 日　　　 S t ．

198 8年 8 月 29日　　 1 19 90年 6 月 3 日　　 8 19 9 0年 8 月20 日　　 1

198 9年 10月 14 日　　 1 6 月 6 日　　 7 9 月 2 日　　 3

199 0年 3 月 10 日　　 1 6 月 10日　　 2 ，4 9 月 15 日　　 3

4 月 28日　　 1 6 月 17 日　　 1 10月 3 日　　 1 ，2

5 月 27日　　 1 ， 6 ， 7 6 月 27日　　 3 10月 17 日　　 1

5 月 30 日 ∴　 7 8 月 9 日　　 1 10月 2 1日　　 1 ，5

表3．調査地点別標本数

魚　　　　　 種

調 査 地点 （S t ．）別標 本数 魚 種別

標 本数1　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6　　　 7　　　 8

ウ　　　　 ナ　　　 ギ 5 5

ア　　　　　　　　　　 ユ 2　　　 3 5

タ　　 カ　　 バ　　 ヤ 4　 （＋ ）　 5　　　　　　 8 17

オ　　 イ　　 カ　　 ワ 2　　　 3 5

カ　　 ワ　　 ム　　 ツ 1　 1 （＋ ）　 5　 15 2 2

フ　 ナ 属 の 1 種 2 2

ド　　 ジ　　 ョ　　 ウ 1 1

メ　　　　 ダ　　　　 カ 1 1

カ　 ワ　 ヨ　 ウ　 ジ 2 2

ガ ンテ ン イシ ョウ ジ 8 8

ポ　　　　　　　　 ラ 4 4

セ　 ス　 ジ　 ポ　 ラ 6 6

オ　 オ ク　チ　 バ　 ス く十 ） 0

ブ　 ル　 ー　 ギ　 ル 9 9

シ　　 ロ　　 ギ　　 ス 5 5

ロ　 ウ　 ニ　 ン　 ア　 ジ 2 2

コ　 シ　 ヱ　ウ　 ダ　 イ 1 1

シ　 マ　 イ　 サ ＿　キ 7 7

コ　 ト　　 ヒ　　 キ 2 8 2 8
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魚　　　　　 種

調査地点 くS t ．）別標本数 魚種別

標本数1　　 2　　　 3　　 4　　　 5　　　 6　　　 7　　　 8

ク　　 ロ　　 ダ　　 イ 3 3

キ　　　 チ　　　 ヌ 1 1

クロホシマンジュウ＿タイ 3 3

オヤピッチャ属の 1種 1 1

チ　チ　 プ モ ド　キ 6 6

カ　 ワ　 ア　 ナ　 ゴ 2　　 1 3

サ　 ツ　 キ　 ハ　 ゼ 1 1

ヒ　　 メ　　 ハ　　 ゼ 19 19

ノ　 ポ　 リ　 ハ　 ゼ 14 14

ク　チ　サ　 ケ　ハ　ゼ 6 6

マ． ツ　 ゲ　 ハ　 ゼ 6 6

ア　 ベ　 ハ　 ゼ 19 19

マ　 サ　 ゴ　 ハ　 ゼ 4 4

ヒ　　 ナ　 ハ　 ゼ 17 17

ゴ ク　ラ ク　ハ　ゼ 78　　 18　　　　　　　　　　 1　　 3　　 12 112

シ　マ　 ヨ　シ　ノ　ポ リ 51　　　　　　　　　　 7 5g

オ オ　 ヨ　シ　ノ　ポ リ 1　　 1　　 3 5

ト　ウ　 ヨ　シ　ノ　ポ リ 12　　　　　 15　　 15　　 4 46

ヌ　 マ　 チ　 チ　 プ 6　　 17 23

チ　　　 チ　　　 プ 61 6 1

ウ　　 ロ　　 ハ　 ゼ 6 6

ヒ　 ト　 ミ　 ハ　 ゼ 1 1

ビ　 リ　　 ン　　 ゴ 3 1 3 1

ウ　 キ　　 ゴ　 リ 27 27

チ ク　ゼ　 ン　ハ　ゼ 22 22

マ　　　 ハ　　　 ゼ 23 23

ヒ　　 モ　　 ハ　　 ゼ 12 12

ミ　 ミ　 ズ　 ハ　 ゼ 2　　 17 19

ポ　 ウ　 ズ　 ハ　 ゼ 1　　　　　　　　　　 5 6

ト　　 ビ　 ハ　 ゼ 7 7

チ　 ワ ．ラ　 ス　 ポ 17 17

ニ　 ジ　 ギ　 ン　 ポ 1 1

コ　　　　　　　　　 チ 3 3

ア　 ミ　 メ　 ハ　 ギ 1 1

ク　　 サ　　 フ　　 グ 5 5

・調査地点別魚種数 38　　 11　　 5　　　 5　　　 6　　　 4　　　 4　　　 2 －
調査地点別標本総数 436　 154　　 13　　 22　　 30　　 15　　 26　　 23 719

（＋）・・・観察または採集確認
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調査結果

採集された魚種数は，未同定の2種を含めて20科54種であった。表3には調査地点別の標本

数を示した。以下に採集魚種リストと生息状況などを記す。なお，分類および配列は主に益田

はか（1984）に従った。

ウナギ科Anguillidae

l．ウナギAnguilla伽Cα1tmmincketSchlegel

アユ科Plecoglossidae

2．アユPlecog10SSZLSaltiuelisTemmincketSchlegel

コイ科Cyprinidae

3．タカバヤMbr∝Ojbuyi（JordanetSnyder）

4．オイカワZacco♪laty如（TemmincketSchlegel）

下流域に生息するが，個体数は非常に少ない。

5．カワムツZ∝COte7minckii（TemmincketSchlegel）

最近，本種は遺伝的に異なるA型とB型に区別された。永吉川の個体は，側線鱗数からB型

と査定される。St．4～8に分布し，個体数も多い。

6．フナ属の1種Cαγα∬ねぎ即．

2個体しか採集できなかったため，同定できなかった。鯉杷数は46と48である。

ドジョウ科Cobitididae

7．ドジ5［ウMisgurnwa乃guillicaudd払S（Cantor）

メダカ科Adrianichthyidae

8．メダカOryziaslatiPes（TemmincketSchlegel）

河口域で1個体得られただけである。

ヨウジウオ科Syngnathidae

9．カワヨウジ〟ゆね能力塔βかC存γ（餌prell）

10．ガンテンイショウジJもれ卿g乃威力はSαγ紗戚たれ∬（Kaup）

ポラ科Mugilidae

ll．ポラNugilce♪halwce如IwLinnaeus

夏季に純淡水域のSt．3からアユとともに混獲された。

12．セスジポラムiZα‘出物ぬ（Gtmtkr）

サンフィッシュ科CentrarChidae

13．オオクチバス〟軸由γぴぷαJ刀Ofお（klCe画e）

14．ブルーギルLe如SmaCrtXhirwRafinesque

上記2種は北アメリカ原産の移殖種で，St．7の永吉ダムには多数生息している。

キス科もillaginidae

15．シロギスSillago伽nictlTemmirK：ketSchlegel

河口域から釣獲された。

アジ科Carangidae

16．ロウニンアジCdγα花方ね乃0討Jfg（For感dl）

イサキ科Pomadasyidae

17．コシ5LウダイPlecbrhynchuscinctzLS（TemmincketSchlegel）

上記2種は，河口域での投網採集により幼魚を採集した。
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シマイサキ科Teraponidae

18．シマイサキRhyncof杷Iatesoxyγ7秒nCfw（TemmirにketSchlegel）

19．コトヒキ7セγα如Jαγ加（For痢dl）

河口域では極めて普通に見られる。

タイ科Sparidae

20．クロダイ血ntho如grwsc7degeli（Bleeker）

21．キチヌ血α伽gれβJ血（Houttum）

クロホシマンジュウタイ科Scatophagidae

22．クロホシマンジュウダイScabPPuTgZLSWgW（Linnaeus）

1990年8月に河口域から幼魚を3個体採集した。

スズメタイ科Pomacentridae

23．オヤピッチャ属の1種月血彪血旭’印．

幼魚のため同定できなかった。

ハゼ科Gobiidae

24．チチプモドキEledγisacantf追加Bleeker

25．カワアナゴEleotriso卿物IaTemmincketSdllegel

St．2～3には特に多く，よく観察された。

26．サツキハゼ飽riogJo且W血UiTomiyama

河口域から1個体得られただけである。

27．ヒメハゼ1bwnigobizLSgy2WnauChen（Bleeker）

28．ノポリハゼαigolef）isacut如mis（Valenciennes）

29．クチサケハゼOJ如Je如即．

標本の一部は以前報告したものである（池，1990）。

30．マツゲハゼ0鋤rf触0〝助徴）乃劇阻（Bleeker）

上記3種は，河口域の軟泥または砂泥中から採集された。

31．アペハゼMugilogobizLSabei（Jordanet恥der）

32．マサゴハゼPseudbgobiusmkZSagO（Tomiyama）

33．ヒナハゼ肋fgoわft鱈討たOJの払S（Herre）

34．ゴクラクハゼRW瑚bizLSgiuγinw（Rutter）

St．7の永吉ダムにも生息するが，移入による人為分布であろう。St．5，6からも得ら

れたが，永吉ダムから流出したものと思われる。

35．シマヨシノポリ肋加g戒血ぼ．即．CB

36．オオヨシノポリ肋f瑚毎び紗．LD

37．トウヨシノポリ肋細伽印．OR

永吉川の個体は，宮地はか（1976）のヨシノポリ黒色大型Bの記載によく一致する。以上の

ヨシノポリ属3種の和名・学名は川那部・水野（1989）で提案された新和名に従った。

38．ヌマチチプTridentiBWbreuisPinisKatsLUama，AraietN血lura

汽水域から淡水域のSt．2まで生息するが，チチプの多い河口域では見られなかった。

39．チチプTridbntigerohscurw（TemmincketSchlegel）

40．ウロハゼGlossDgObizLSOlizJaauS（TemmincketSchlegel）

41．ヒトミハゼGJoSSOgO毎ばねceJdUS．（Valenciennes）

42．どリンゴC／沼e乃OgO毎払Sα血相弛S（0’蝕augh珊）
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43．ウキゴリC触乃OgO的β〟7d沼e乃ね（Hilgendorf）

44．チクゼンハゼC加OgO毎払S此血相彿（T軸i）

45．マハゼAcant毎Obiusflwi7mnuS（TemmincketSchlegel）

46．ヒモハゼEtdaeniichthpgilliJordanet放Iyder

47．ミミズハゼ血Cわg虚血ぶ．卯妨感膳Gill

St．2では早瀬の礫下に多数生息しており，河口域からも少数だが観察された。

48．ポウズハゼSicyo如rusjalわnicus（Tanaka）

4g．トビハゼ物fo♪肋J那Cα戒加だ乃SS（0血∝k）

50．チワラスポrαe乃fo伽Cfγれ虎鵬（Blyth）

河口域の軟泥中に生息する。

イソギンポ科Blenniidae

5l．こジギンポfuroscirtesbreyiteDs（Valenciennes）

河口域の転石地から採集した。偶来種七思われる。

コチ科Platycephalidae

52．コチPlatyce♪7ulhLSindicw（Linnaeus）

河口域から釣りおよび刺網によって得られた。

従来コチとされていた種は形態的および遺伝的に異なる，通称シロゴチとクロゴチに分けら

れることが最近分かっている。永吉川から得られた個体は，胸鰭裏側が白色であることや側線

上方鱗数の計測値から，クロゴチと査定される。

カワハギ科Monacanthidae

53．アミメハギ励血γiwerccdesJordanetFowler

幼魚が河口域から1個体得られた。

フグ科Tetraodontidae

54．クサフグTbkifuguniPhobles（JordaLnetSnyder）

河口域で多数観察された。

考察

永吉川から得られた魚類を後藤（1987）に従って生活環により区分すると，純淡水魚では，

1次的淡水魚はタカバヤ，オイカワ，カワムツ，フナ属の1種，ドジョウ，ブルーギルの6種，

2次的淡水魚はメダカとオオクチバスの2種であった。通し回遊魚では，降河回遊魚はウナギ

1種のみ，両側回遊魚はアユおよびハゼ科9種の10種であった。そして汽水性淡水魚17種およ

び偶釆性淡水魚18種を含む，周縁性淡水魚は35種であった。ただし，汽水性淡水魚と偶来性淡

水魚の区別は難しく，サツキハゼやウロバゼ，トビハゼのようにどちらに区分すれば良いのか

判断しがたいものもあったので，区分の基準によっては両グループの間で種数が変化するかも

しれない。周縁性淡水魚の魚種が多いのは，河口域を重点的に採集調査を行ったからである。
今回の調査では確認されなかったが，永吉川に分布する可能性が高い魚類は，純淡水魚とし

てはコイが挙げられる。また，今後河口域で採集調査を続ければ，周縁性淡水魚の種数は更に

増加すると予想される。小川（1937）と今井（1987）は永吉川よりも南部にある万之瀬川から

カマツカやウグィ，タイリクシマドジョウ，ナマズを報告しているが，今回の調査ではこれら

の魚類は採集されなかった。これには，永吉川の河川の規模が万之瀬川よりはるかに小さいこ

とも影響していると考えられる。
永吉川の魚類相の特徴を考えると，特に注目されることは，主に琉球列島に分布する汽水性
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魚類が数種生息していたことである。河口域からは夏季にクロホシマンジュウダイの幼魚が採

集されたはか，ノポリハゼやクチサケハゼ，マツゲハゼ，ヒトミハゼなど南方系のハゼ類も得

られた。これらのハゼ類の全長はノポリハゼが19～54皿恥クチサケハゼが21へ′39mm，マツゲハ

ゼが28～70mm，ヒトミハゼが33mmであった。ノポリハゼとマツゲハゼでは比較的大型の個体が

得られたが，クチサケハゼとヒトミハゼは小型の個体しか得られなかった。これらの南方系ハ

ゼ頬の分布の由来について，海流散布によって仔魚が漂着したのか，または定着しているのか

は不明である。
第2の特徴は，純淡水魚が外来種を除けばわずか6種しか得られず，魚趣が極めて少ないこ

とである。小川（1937）や君塚（1976），今井（1987）らはいずれも九州南部の淡水魚類相が

貧弱なことを述べているが，今回の調査結果もこのことを裏付けている。

引用文献

後藤晃．1987．淡水魚一生活環からみたグループ分けと分布域形成．日本の淡水魚類－その

分布，変異，種分化をめぐって（水野信彦・後藤晃編），上15．東海大学出版会．

池＿俊人．1990．鹿児島県本土でのクチサケハゼの記録．kben，（20）：62．

今井貞彦．1987．かどしまの魚譜．筑摩書房．

川那部活哉・水野信彦編．1990．日本の淡水魚．山と渓谷社．

君塚芳輝．1976．鹿児島県高松川の魚類相（予報）．淡水魚，（2）：105－110．

益田一・尼岡邦夫・荒貿忠一・上野輝蒲・吉野哲夫編．1984．日本産魚類大図鑑．東海大学

出版会．

宮地侍三郎・川那部活哉・水野信彦．1976．原色日本淡水魚類図鑑，全改訂新版．保育社．

中村守純・稲村彰郎・倉若欣司．1961．大隅半島産淡水魚類目録．資源科学研究所彙報，（54－

55）：12ト125．

小川一男．1937．地理的分布から観た鹿児島県の淡水魚．広島文理科大字・高等師範学校博物

学会誌，（5）：11－27．

（いけとしひと・にしむらいちろう・まつのともゆき・よねざわとしひこ）

Plate説明

1．クロホシマンジュウダイ助舷画呼び（瑚偲（Lim旭e鵬）

永吉川河口（20．Ⅷ．1990），全長23mm

2．ノポリハゼOl如JePisacut伽is（Valenciennes）

永吉川河口（21．X．1990），全長54mm

3．クチサケハゼαfgoJe如印．

永吉川河口（14．X．1989），全長39mm

4．マツゲハゼ勧riththysoPhthah2m7Ze2m（Bleeker）

永吉川河口（3．X．1990），全長70mm

5．ヒトミハゼGIcLSSOgObiwbiLullatus（Valenciennes）

永吉川河口（14．X．1989），全長33mm
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西表島で目撃した両生類・爬虫類

的場亮平

日本という国は随分広く東西南北に離島が散らばっている。その西の果てに西表島は浮かん

でいる。そこに生息している両生類・爬虫類は本土のものと随分変わったものが多い。7月15

日～24日にかけて行われた西表合宿は私にとって暑さとの戦いであった。暑さが苦手な私は最

初の1，2日は活動らしい活動ほとんどせずに，宿舎の前の海でプカブカ浮いているばかりで，

あった。3日目ぐらいから暑さにもようやく慣れ，エンジンがかかり始めた。しかし慣れたと

はいえ7月の月平均気温が28。Cを越える島である。亜熱帯のギラギラとした太陽が容赦なく背

中を照りつけ，その熱射は帽子を突き抜けて頭を直撃し，地面からの陽炎が目まいを起こさせ

る。サキシマハブの恐怖に怯えつつ，田んぼの畦道を歩き，パイナップル畑を這いずり回り，

林道をかけ登り，汗だくになって彼等をカメラのファインダーに収めた。
西表島には両生類が8種類，爬虫類が20種類生息している。その内，両生類を6種類，爬

虫類を14種類撮影することができた。コン！コン！とカン高い鳴き声のバラプチガエル，威

風堂々のキシノウエトカゲしなやかな体躯と緑色が美しいサキシマカナヘビ，まだらの美しい

サキシママタラなど，西表島には美しい両生類・爬虫類が多い中で，愛始を振りまいているの

がセマルハコガメである。私はこのセマルハコガメを見るために西表にきたといっても過言で

はない。セマルハコガメを17日から捜し回ったが，どうしても見つからない。そうこうしてい

るうちに20日になった後1日しかチャンスはない，合宿に同行したOBの溝口氏の「白浜林道

の側溝でゴソゴソ這い回っているのを見たぞ」という情報を頼りに，ようやく最終日に白浜林

道で見つけたときはへナへナと座り込んでしまった。あの感動は一生忘れることのない思い出

になることだろう。
結局，自分の根性のなさと交通の便の関係で，西表島の北部～西部にかけての範囲しか回れ

なかった。また，最初のうちは舗装道路沿いにポイントを求めていたために貴重な体力と時間

をボーッと歩くことだけに費やしてしまい，結局山に入っていく気力をなくしてしまったこと

も悔やまれる。ハロウエルアマガエル，サキシマスジオ，サキシマバイカダ，その他全うこと

のできなかった種のことが心残りである。いつの日か機祭を作って再び西表島を訪れ，今度こ

そは積極的に山に入り，彼等を探し求めて，その生き生きとした姿をフイルムに焼きつけたい

と思っている。

目撃両生類・爬虫類リスト

撮影は主に中野・住吉・浦内・浦内川・干立・租内・白浜・白浜林道で行った。撮影しただ

けで標本は採集していないので目撃として報告する。（）の中は目撃日であり，月は全て7

月である。

種の配列は主に原色日本両生爬虫類図鑑（保育社）に従った。学名についてはほとんどを原

色日本両生爬虫類図鑑（保育社）に従ったが，バラプチガエル，リュウキュウカジカガエル，

サキシマキノポリトカゲについては記載されていなかったので原色両生・爬虫類（家の光協会）

に従った。
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両生綱　AMPHIBIA

カエル目SALIENTIA

アカガエル亜目FIRMISTERNIA

Iアカガエル科Ranidae

l．ヌマガエルRtma（Rbna）lim／由risli7WnOChaγisWiegmann，1835

中野；（15，16，17，1g）

住吉；（18）

干立；（16，17，18，20）

租内；（20）

白浜林道；（21）

2．ハナサキガエル勉na（RanaP）narinaStejneger，1901

浦内；（17）

干立；（17）

白浜林道；（20）

3．バラプチガエル勉乃αα由乃0がeぴγα

中野；（16）

住吉；（18）

浦内；（17）

干立；（17，18，20）

白浜林道；（21）

ZTアオガエル科Rhacophoridae

4．ヤエヤマアオガエルRfuzcQfIhorusyiγidisowstoni（Stejneger，1907）

中野；（18）

干立；（17，18）

白浜林道；（21）

5．リュウキュウカジカガエル助昭γ‘㌍rfαわ卸商由

中野；（15，16，18，19）

住吉；（17，18）

干立；（17，18，20）

租内；（20）

白浜林道；（21）

TIl，ジムグリガエル科Brevicipitidae

ジムグリガエル亜科鮒icrohylinae

6．ヒメアマガエルM光yOhylaornata（thm6riletBibron，1841）

中野；（17，18，19）

干立；（17，18，20）

租内；（20）

白浜林道；（21）
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爬虫網　REPTILIA

カメ目TESTUDINATA

Iカメ科Testudinidae

イシガメ亜科Emydinae

l．セマルハコガメC夕CJ耶rC〝αノ〟α〃0加rgf血JJd憫αrgf地（Gray，1863）

白浜林道；（21）

2．ミナミイシガメCJ聯鼎虎fcα（C由ltOr，1842）

干立；（17，18）

Hスッポン科Trionychidae

3．スッポンTrJVnyXSi’neTZSisja如nictLSTemmirK：ketSchlegel，1835

浦内；（17，18）

トカゲHSQUAMATA

トカゲ亜目LACERTILIA

Iヤモリ科Gekkonidae

ヤモリ亜科Gekkoninae

l．オンナダケヤモリ（おhyra2mLtilate（Wiegmann，1835）

干立；（21）

2．ヤモリ（おkkojb如icw（DumeriletBibron．1836）

干立；（21）

3．ホオグロヤモリHe7Widdctylusfrenatw伽m色riletBibron，1836

中野；（15，16，17，18）

干立；（21）

IIキノポリトカゲ科佃amidae

4．サキシマキノポリトカゲJd如γ〟α如J脚1めためfg虎ね偲ぶ

干立；（17，18，20）

白浜林道；（21）

Imトカゲ科Scincidae

5．イシガキトカゲβび腱αS虚i細乃ifTlやmpⅨ〉n，1912

干立；（17，18，20）

租内；（20）

白浜；（21）

6．キシノウユトカゲEwmkishirzowyStejenger，1901

住吉；（18）

白浜；（20，21）

7．サキシマスベトカゲI須田斑潤だHgfobがぷ耶αJr的／eSffk略比gのrf

干立；（18）

Ⅳカナヘビ科Lacertidae

8．サキシマカナJTビ伽lbndwdorsalis（Stejenger，1904）

浦内；（18）
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干立；（17）

白浜；（21）

ヘビ亜目OPHIDIA

Iヘビ科Colubridae

へど亜科Colubrinae

l．サキシマアオヘビ0♪hecKlrysherminae（Bcettger，1895）

中野；（20）

干立；（17）

2．サキシママダラ肋cdonrufbzonatusukllLiStejenger，1907

中野；（18，20）

IIクサリヘビ科Viperidae

マムシ亜科Crotalinae

3．サキシマハブrrお肌γぴeJegα7措（Gray，184g）

中野；（21）

干立；（20）

参考文献

中村健児・上野俊一．1982．原色日本両生爬虫類図鑑．保育社

千石正一．1979．原色両生・爬虫類．家の光協会

松井孝蘭．1985．日本の両生類・爬虫類．小学館
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L E B E N第20号の訂正

本誌第20号の祖母山昆虫採集報告（1986年夏期合宿）において，鱗週目の一部に誤りがあ・

たので訂正する。P．4にある下記のデータは再同定の結果，以下のように査定された。

誤同定の可能性を指摘していただいた白水隆博士に厚くお礼申し上げます。

14．ハヤシミドリシジミ鋤が0乃iぴ誠とⅧrf甑gFixsen

山頂；（1♂，15．Ⅶ，吉鶴）

は再同定の結果オオミドリシジミ鋤〝0料鵬0γね乃bJgMurrayと査定された。
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部　員　名　簿

1991年3月1日現在

主　将：小野　雅幸（農学部獣医学科2年）

副主将：金井　賢一（理学部生物学科2年）

古川陽二郎（農学部農芸化学科4年）

安艮田勉

池俊人

武田敏幸

泊信義

西村一郎

松原一正

（農学部農学科4年）

（水産学部水産学科4年）

（農学部農学科4年）

（農学部農学科4年）

（法文学部法学科4年）

（農学部農学科4年）

大平原一高（農学部畜産学科3年）

松野知之（水産学部水産学科3年）

赤井沙弥子（法文学部人文学科2年）

野村弥生

的場亮平

吉谷弘子

若芝亮

牛ノ浜孝

洞野敦子

（教育学部中学理科2年）
（農学部獣医学科2年）

（理学部生物学科2年）

（理学部生物学科2年）

（理学部生物学科1年）

（教育学部小学校課程1年）

小崎ジュン（農学部生物環境学科1年）

永田武志（理学部生物学科1年）

中村理樹（農学部獣医学科1年）

浜田しおり（農学部生物環境学科1年）

米沢俊彦（理学部生物学科1年）

米山章一（理学部数学科1年）
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編集後記

今年も無事，Leben21号を出すことができました。20号の編集後記の中で前々主将の古

川陽二郎氏が言われた「現生研」の活動がここにこうしてまとまったわけです。これは部員一

同の奮起によるものであると同時に，大勢のOBの方々の御援助によるものでもあります。八

重山諸島にいくとなれば数多くのアドバイスやポイントの情報を教えて頂き，また熊本へ採集

に行くとなればまだ暗い朝5時出発の車を運転して頂き，はたまた焼酎を飲みながら昔の採集

苦労談（？）を聞かせて頂いたり，このような御援助によって私達はスムーズに活動を行うこと

ができました。この場を借りて皆さんに厚くお礼申し上げます。

私事になりますが，最近福田晴夫先生の「蝶の履歴書」という本を読み非常に感服しました。

おそらく蝶を見たときの観察方法が違うのでしょう。福田先生は本の中で蝶の飛び方，産卵の

仕方，幼虫の摂食行動などを克明に記録し続けていますが，自分を振り返ってみれば，蝶を見

たとたんに走りだしてネットをやみくもに振り回すだけで，およそ観察とは掛けはなれたこと

ばかりしています。もっと落ち着いて“動き”を見ることも必要であるし，全体としての“生

活，をテーマにして蝶を見ることも必要なのでしょう。

現在進行形である生研を今後どのようなサークルにしてゆくのか。各々の部員が自分の意見

をもって活動した成果を22号では記載することができるでしょう。御期待ください。

（金井）

LEBEN　21号

鹿児島大学生物研究会会誌

発行日：1991年4月1日

編集者：金井賢一・米沢俊彦

発行者：鹿児島大学生物研究会

（〒890鹿児島市郡元一丁日21－24鹿児島大学学友会内）

印刷所：明るい窓社



L E B E N21号　正誤表

ページ ・行 誤 正

目　　 次

P ．1 下3行

西表島で 目撃した両生類 ・爬虫類 西表島で目撃 した両生類 ・爬虫顆
‥・的場亮平 ‥翼 … 的場売平 ‥塑

雄である。 雌である。

P ．1 下1行 雌 1 頭 雄 1 頭

P ．3　下15 ，16行 月が浜 月ヶ浜

P ．4　上11行 親川静男 さん 親川正夫 さん

P ．7

P ．8

P ．11

P ．ll

P ．13

P ．13

P ．26

P ．29 下5行

16．モ ンシロチ ョウ 16．モンシロチ ョウ
宮良 ； （1♂ ，24．X ，金井 ） 宮良 ； （1♂ ，24 ．Ⅶ ，金井）

27．シルビアシジミ 27．シルビアシジ ミ
ハ ンナ岳 ； （目撃 ，30．Ⅶ ，・米沢 ）

49．アオタテハモ ドキ

ハ ンナ岳 ； （目撃 1ex ．，30．Ⅶ，
米沢 ）

4g．アオタテハモ ドキ
中野 ； （データ欠落 ） 中野 ； （1♂1♀，21．X ，金井）

51．コノバチ ョウ 51．コノハチ ョウ
ハンナ岳 ； （lex．，22．Ⅶ ，桐野， ハンナ岳 ； （目撃 lex ．，22．Ⅶ ，
永田 ，松原 ，溝口） 桐野 ・永田 ・松原 ・溝口）

62．コウ トウシロシタセセ リ 62．コウ トウシロシタセセ リ
仲間川林道 ； （目撃1，21．Ⅶ ，桐 仲間川林道 ； （目撃lex．，21．Ⅶ，
野） 桐野）

66．クロボシセセ リ 66．クロボシセセ リ

宇良部岳 ； （1♀，30．Ⅶ ，桐野） 宇良部岳 ； （1♀，30．Ⅶ ，米沢）

86 ．ヨコスジサ ビカ ミキ リ 86．ヨコスジサ ビカ ミキ リ
坦邁 ； （1ex．，21・Ⅶ，池 ） 皇軍 ； （1ex ・，21．Ⅶ ，池 ）

10月9日 （1ex．桐野目撃 ） 10月9 日 （1ex．網野 目撃）魚見岳

P ．30 上5行 10月8日　開門岳南麓 10月8 日　開聞岳南麓

P ．45 175 ．〟icれ方炒 γゐ蜘　　　 戒－ 175．〟fcrOC励 伽 わび　　　 彿－
PpOnicus　Morimoti et M iyawak i pponicus　MorimOtO et MiyaYTaki

本文中の「カンビラ」「カンピレの滝」「カンビラの滝」は同一地を指します。なお、

「1990年鹿児島県下の迷蝶の記録」において採集地名に魚見岳、三重岳とありますが、

それぞれ指宿市東部、鹿児島市北西部に位置します。
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